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こ の 記 録 は 、 下 記 に よ り開 催 し た 「 播 磨 臨海 地 域 道 路 の 都 市計 画

に 係 る公 聴 会 （ 東 播 会 場 ） 」 に つ い て 、 都市 計 画 に 関 す る 公聴 会 開

催 規 則（ 昭 和 44 年 兵 庫県 規 則 第 76 号 ） 第 17 条 の 規 定 に基 づ き 作

成 し たも の で あ る 。  

 

記  

 

１  案件 の 概 要  

  東播 都 市 計 画 道 路 に 「 1.4.2 号 播 磨 臨海 地 域 道 路 」 を 追加 し 、

「 3.2.260 号 梅 井 線 」 、「 3.5.261 号 高 須松 村 線 」 を 変 更 する 。  

 

２  期  日 ： 令 和 ７ 年 ６ 月 15 日 (日 ) 

 

３  場  所 ： 加 古 川 市 役 所 新 館 10 階 大 会議 室  

 

４  公述 人 の 氏 名 及 び 住 所  

  １番  ○ ○ （ 加 古 川 市 平 岡 町 高 畑 ○ ○）  

  ２番  ○ ○ （ 高 砂 市 西 畑 ○ ○ ）  

  ３番  ○ ○ （ 加 古 川 市 平 岡 町 高 畑 ○ ○）  

  ４番  ○ ○ （ 稲 美 町 六 分 一 ○ ○ ）  

  ５番  ○ ○ （ 稲 美 町 六 分 一 ○ ○ ）  

  ６番  ○ ○ （ 加 古 川 市 平 岡 町 新 在 家 ○○ ）  

  ７番  ○ ○ （ 加 古 川 市 平 岡 町 山 之 上 ○○ ）  

  ８番  ○ ○ （ 加 古 川 市 別 府 町 元 町 ○ ○）  

  ９番  ○ ○ （ 神 戸 市 須 磨 区 道 正 台 ○ ○）  

  10 番 ○ ○ （ 加 古 川 市 別府 町 別 府 ○ ○ ）  

  11 番 ○ ○ （ 高 砂 市 高 砂町 次 郎 助 町 ○ ○ ）  

  12 番 ○ ○ （ 播 磨 町 南 大中 ○ ○ ）  

  13 番 ○ ○ （ 高 砂 市 伊 保崎 ○ ○ ）  

  14 番 辞 退  

  15 番 欠 席  
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※ 「 播 磨 臨 海 地 域 道 路 の 都 市 計 画 に 係 る 公 聴 会 の 記 録 （ 東 播 会

場 ） 」か ら 、 個 人 情 報 や 会 場 で 案 内 し た 注意 事 項 な ど を 削 除し た も

の を 公表 版 と し て 作 成 し て い ま す  
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５  公述 人 が 述 べ た 意 見 及 び 公 聴 会 の 経 過  

（ 開 会： 午 前 10 時 00 分 ）  

○ 司 会  そ れ で は 、 定 刻 と な り ま し た の で、 た だ い ま か ら 播磨 臨 海

地 域 道路 の 都 市 計 画 に 係 る 公 聴 会 を 開 催 いた し ま す 。  

公 聴 会 の 議 長 と し て 、 都市 計 画 に 関 す る 公聴 会 開 催 規 則 第 10 条

の 規 定に 基 づ き 、 兵 庫 県 ま ち づ く り 部 都 市計 画 課 課 長 の 林 が知 事 の

指 名 を受 け て お り ま す 。  

本 日 の 公 聴 会 に は 、 関 係者 と し て 明 石 市 都市 局 道 路 安 全 室 道路 整

備 課 、加 古 川 市 都 市 計 画 部 都 市 計 画 課 、 高砂 市 都 市 創 造 部 都市 住 宅

室 都 市政 策 課 、 稲 美 町 地 域 整 備 部 都 市 計 画課 、 播 磨 町 都 市 基盤 部 都

市 計 画課 、 そ れ ぞ れ 出 席 し て い た だ き ま す。  

で は 、 以 後 の 進 行 に つ いて は 、 林 議 長 に お願 い し ま す 。  

○ 議 長  本 日 の 公 聴 会 の議 長 を 務 め ま す 、兵 庫 県 ま ち づ く り部 都 市

計 画 課長 の 林 で ご ざ い ま す 。 よ ろ し く お 願い い た し ま す 。  

そ れ で は 、 公 述 に 入 り ます 。  

１ 番 の 方 、 前 の 公 述 人 席に て 公 述 を お 願 いい た し ま す 。  

○ 公 述人 （ １ 番 ）  公 述人 １ 番 、 ○ ○ の ○○ の ○ ○ と 申 し ます 。 場

所 は 平岡 町 の 高 畑 に ご ざ い ま し て 、 意 見 陳述 を さ せ て い た だき ま す 。  

弊 社 の ○ ○ 及 び ○ ○ の どち ら も 高 畑 地 区 の加 古 川 バ イ パ ス 西行 き

側 道 沿い に あ る ん で す け れ ど も 、 ど ち ら も加 古 川 ジ ャ ン ク ショ ン の

道 路 計画 図 の 下 、 以 前 い た だ い た 書 類 の ジャ ン ク シ ョ ン の 赤い 地 図

の 下 に位 置 し て い る ん で す け れ ど も 、 会 社の 移 転 は 、 企 業 自体 や 従

業 員 に対 し て 様 々 な 負 担 が 大 き く 、 ま た いず れ 移 転 を す る 前提 で 運

営 し てい く こ と に な り 、 工 場 建 屋 の 修 繕 や改 築 、 ま た 工 場 設備 の 更

新 な どの 予 定 が 今 ど う し た ら い い か 立 て られ な い よ う な 状 況に な っ

て い ます の で 、 加 古 川 ジ ャ ン ク シ ョ ン の 建設 、 現 在 の 位 置 の建 設 自

体 は 現時 点 で は 反 対 で す 。  

た だ 、 こ の 道 路 の 必 要 性が 理 解 で き て い ない と い う よ う な わけ で

は あ りま せ ん の で 、 建 設 地 の 変 更 や 建 設 自体 を 推 進 す る こ とが 変 え

ら れ ない の で あ れ ば 、 い つ 頃 に 具 体 的 な 移転 の 交 渉 時 期 に なる の か

と か 、い つ 頃 立 ち 退 き を し な け れ ば な ら ない の か 、 ま た ど のよ う な
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代 替 地を 御 用 意 し て い た だ け る の か と い うの を 早 急 に 示 し てい た だ

き た いと 思 っ て い ま す 。  

高 畑 の 場 所 で 36 年 弱 事 業 を 行 っ て お り 、現 在 35 人 の 従 業員 を 雇

用 し てい る ん で す け れ ど も 、 移 転 な ど に より 通 勤 が で き な いな ど で

人 員 が辞 め て し ま う と い う よ う な 可 能 性 もあ り 、 こ の 人 手 不足 の 時

代 に 当社 と し て は 大 き な ダ メ ー ジ を 被 る こと に な り ま す 。  

工 場 建 屋 も 古 く て 、 熱 中症 対 策 の た め に 修繕 も し て い こ う とい う

方 針 だっ た ん で す け れ ど も 、 こ れ ま で い ろい ろ お 聞 き し た よう な 、

事 業 体が 決 ま っ て い な い か ら ５ 年 先 な のか 10 年 先 な の か とい う よ

う な 、ち ょ っ と ぼ ん や り し た 御 回 答 し か いた だ け て い な い ので 、 で

き る だけ 具 体 的 に 、 何 な ら 個 別 で 早 急 に 、移 転 等 を し な け れば い け

な い ので あ れ ば 、 前 を 向 い た お 話 を し て いた だ き た い な と 考え て お

り ま す。  

こ れ で 公 述 を 終 わ り ま す。  

○ 議 長  １ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 ２ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ２ 番 ）  ２ 番、 高 砂 市 西 畑 ○ ○か ら 参 り ま し た ○○ で ご

ざ い ます 。  

早 速 で す が 、 ５ 点 意 見 陳述 を 申 し 上 げ ま す。  

ま ず １ 点 目 、 今 回 の 公 聴会 は 、 高 砂 市 等 の担 当 者 に よ れ ば 、都 市

計 画 法第 16 条 第 １ 項 に 基 づ く 公 聴 会 と の説 明 が あ り ま し た。 な ら

ば こ の公 聴 会 は 、 都 市 計 画 の 原 案 に 対 し 、住 民 が 意 見 ・ 要 望を 述 べ

る こ とで 、 計 画 作 成 に 住 民 の 意 見 ・ 要 望 を取 り 入 れ る こ と が期 待 さ

れ る 場と 認 識 し ま す 。  

し か し な が ら 、 高 砂 市 をは じ め 近 隣 の 市 町で は 、 加 古 川 市 を除 き

公 聴 会規 則 が 見 当 た ら ず 、 制 定 し て い ま せん 。 規 則 を 制 定 せず と も 、

法 に 基づ き 実 施 す る の で 問 題 な い と い う こと な の か 、 そ も そも 手 続

に 基 づき 聞 く だ け 、 案 に 取 り 入 れ 検 討 す る気 が さ ら さ ら な いと い う

こ と な の か 、 県 と し て そ の よ う な 市 町 の 状 況 、 報 告 を ど う 捉 え 、
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我 々 の思 い 、 要 望 に 応 え る つ も り か 、 明 確に お 答 え い た だ きた い と

思 い ます 。  

少 な く と も 、 高 砂 市 及 びル ー ト 上 の 各 市 町で 行 わ れ た 説 明 会、 個

別 説 明会 で は 、 多 く の 住 民 、 団 体 か ら 要 望、 疑 問 、 意 見 、 懸念 が 多

数 出 され 、 各 種 団 体 等 か ら も 嘆 願 書 、 反 対決 議 書 、 署 名 等 が多 数 出

さ れ てい ま す が 、 市 の 審 議 会 に お い て も 一切 そ の 事 実 の 報 告も な け

れ ば 、そ れ に 基 づ く 案 の 修 正 の 事 実 も な いの が 現 状 で す 。  

我 々 が 活 動 し て い る 会 にお い て も 、 既 に １万 3,000 筆 を 超 える 署

名 が 集ま り 、 住 民 世 帯 の ４ 割 以 上 が 立 ち 退き を 迫 ら れ る 西畑 1 丁 目

自 治 会で は 、 自 治 会 総 意 で 道 路 計 画 反 対 、見 直 し を 求 め る 決議 書 、

署 名 を再 提 出 し て い ま す 。  

各 市 町 の 担 当 者 が 言 う 「住 民 、 地 域 に 対 し繰 り 返 し 丁 寧 に 真摯 に

説 明 し、 一 定 の 理 解 は 得 ら れ た 」 と い う 説明 、 報 告 で は 済 まさ れ な

い 。 多数 の 民 意 、 見 直 し ・ 撤 回 を 求 め る 声が い ま だ ま だ 確 かに 存 在

す る とい う 事 実 を し っ か り 御 認 識 い た だ き、 対 応 を 願 い た いと 思 い

ま す 。  

２ つ 目 、 昨 今 、 バ ブ ル 期、 高 度 成 長 化 時 代に つ く ら れ た 様 々な も

の が 老朽 化 し 、 イ ン フ ラ の 危 機 が 叫 ば れ てい ま す 。 「 も の さえ つ く

れ ば 、発 展 と 成 長 と 豊 か さ が 得 ら れ た 」 とい う 経 済 神 話 は 、今 や 過

去 の 遺物 と な っ て い ま す 。 時 代 は Ｓ Ｄ Ｇ ｓ、 リ サ イ ク ル 、 自然 と の

共 生 、文 化 、 歴 史 、 自 然 の 本 質 を 生 か し た持 続 的 で 環 境 、 人に 優 し

い 質 の高 い 行 政 こ そ が 求 め ら れ て い ま す 。  

ま し て や 、 20 世 紀 の 価 値 観 の ま ま 、 地 質 の 調 査 、 地 盤 の 調 査 も

せ ず 、費 用 算 出 は 数 十 年 前 の も の 、 我 々 の様 々 な 指 摘 、 疑 問に 答 え

も し ない ず さ ん な 計 画 は 論 外 と 言 わ ざ る を得 ま せ ん 。 こ れ から 先 、

時 代 はさ ら に 変 化 し 、 新 規 事 業 よ り 我 々 の安 全 ・ 安 心 に 直 結す る 多

大 な 費用 を 要 す る 維 持 管 理 、 補 修 こ そ が 最優 先 課 題 と 考 え ます 。  

つ く っ た も の は 、 い ず れま た 老 朽 化 し ま す。 人 口 減 少 が 避 けら れ

な い 事実 と な っ た 今 、 そ れ ら の 負 担 は ま すま す 増 え 続 け 、 我々 住 民 、

行 政 の負 担 と な っ て 覆 い か ぶ さ っ て き ま す。 少 な く と も 今 、一 旦 立

ち 止 まり 、 冷 静 に 全 て を 見 詰 め 直 し 、 撤 回し 考 え 直 す 必 要 があ る の
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で は ない か と 考 え ま す 。  

３ つ 目 、 国 が 各 自 治 体 に要 請 し て 作 成 さ れて い る 「 公 共 施 設等 総

合 管 理計 画 」 と い う 施 策 が あ り ま す が 、 県も そ れ に 伴 い 高 校の 統 廃

合 、 県 営 住 宅 の 削 減 を 計 画 し て い ま す 。 高 砂 市 に お い て も 、 20 年

間 で 15％ の 公 共 施 設 を 削 減 す る と の 数 値 目 標 を 上 げ 、 「 公 共 施 設

全 体 最適 化 計 画 」 な る も の を 推 進 し て い ます 。  

折 し も 、 つ い 最 近 、 新 たな 学 校 づ く り 審 議会 、 ア ン ケ ー ト も立 ち

上 が り、 保 護 者 等 か ら は 、 「 播 磨 臨 海 地 域道 路 と い い 、 学 校・ 公 園

を 潰 し統 廃 合 前 提 、 ま ち を 壊 す の か 」 と の声 も 上 が っ て い ます 。 ま

さ に この ル ー ト 案 が 国 、 県 、 市 の 行 政 懸 案を 一 挙 に 解 決 で きる 一 石

二 鳥 、三 鳥 の 妙 案 と 安 直 、 短 絡 的 に 策 定 した の で は な い か とさ え 思

い ま す。 全 く も っ て 行 政 の た め の 国 、 県 に忖 度 す る 決 定 、 そこ に は

住 民 に寄 り 添 う 姿 勢 、 目 線 の か け ら も 感 じら れ ま せ ん 。 ま さに 市 行

政 の ベク ト ル が あ る １ 点 に 向 き 集 中 し て いる と 感 じ ざ る を 得ま せ ん 。  

播 磨 臨 海 地 域 道 路 説 明 会時 の 質 問 に 対 し て、 「 公 共 地 の 活 用」 と

い う 表現 を し て み た り 、 あ る 地 元 議 員 が 「た か だ か 数 十 件 の犠 牲 」

と 発 言し て み た り 、 行 政 に よ る 行 政 の た めの ル ー ト 、 彼 ら にと っ て

最 適 最善 の 唯 一 無 二 の 自 己 満 足 ル ー ト と 言わ ざ る を 得 な い ので す 。

そ の 大義 の た め な ら 多 少 の 犠 牲 は 致 し 方 ない 、 取 る に 足 ら ない 数 だ 、

そ こ には ル ー ト 上 周 辺 の 何 の 補 償 手 当 も ない 、 そ の 他 大 勢 の方 々 や

我 々 住民 に 対 す る 配 慮 、 寄 り 添 う 姿 勢 の かけ ら も 感 じ ら れ ませ ん 。  

長 き に わ た る 工 事 期 間 中は も ち ろ ん 、 未 来永 劫 、 騒 音 、 粉 じん 、

日 照 被害 、 不 安 に 苦 し む 周 辺 住 民 の 方 々 は、 決 し て 取 る に 足ら な い

数 、 少数 で は あ り ま せ ん 。 そ の よ う な 、 買物 を す る と こ ろ も、 学 校

も 公 園も な く な る か も 分 か ら な い ま ち に 新た に 住 も う と す る方 々 が

増 え ると は 到 底 考 え ら れ ま せ ん 。 再 考 、 見直 し を 強 く 要 望 いた し ま

す 。  

４ つ 目 、 こ の 播 磨 臨 海 地域 道 路 に は 、 数 々の 不 条 理 が 存 在 しま す

が 、 その 中 の １ つ 、 行 政 は 「 高 砂 町 で は ＰＣ Ｂ の 盛 立 地 が ある か ら

住 宅 地を 通 さ ざ る を 得 な い 」 と し て い ま す。 「 現 ル ー ト 案 は、 大 規

模 工 場、 企 業 が 集 中 す る 当 該 地 域 に よ っ て、 Ｐ Ｃ Ｂ 盛 立 地 を回 避 し 、
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公 共 用 地 を 通 し 、 一 部 住 宅 を 通 す 現 ル ー ト 案 が 最 適 ・ 最 善 と 考 え

る 」 と繰 り 返 す ば か り で す が 、 「 大 規 模 工場 、 企 業 に は 操 業に 支 障

が あ るの で 」 と 一 定 の 理 解 、 配 慮 を 見 せ ます が 、 ル ー ト 上 の我 々 住

民 に は一 言 の 事 前 説 明 、 断 り も な く 、 第 二種 低 層 住 居 専 用 地域 に も

か か わら ず ま ち を 壊 し ま す 。  

そ の Ｐ Ｃ Ｂ 問 題 の 原 因 とさ れ る 製 造 元 企 業○ ○ は 、 「 既 に 法的 に

解 決 済み 」 と 、 企 業 責 任 も 社 会 責 任 も 、 道義 的 責 任 等 々 も 放棄 し て

い ま す。 そ の 一 方 で 、 今 ま た 我 々 西 畑 地 域の 住 民 は 、 第 ３ 、第 ４ の

被 害 を被 ろ う と し て い ま す 。 犠 牲 に な る べき は 住 民 で は な く、 製 造

し な がら 責 任 を 取 ら な い 企 業 で は な い の か。 全 く も っ て 納 得で き ま

せ ん 。  

今 回 の 署 名 提 出 に 際 し ても 、 推 進 促 進 団 体の 要 望 に は 自 ら 立ち 合

い な がら 、 １万 3,000 筆 を 超 える 我 々 住民 の 民 意 に は 、 自ら 向 き 合

わ な い知 事 の 姿 勢 と い い 、 企 業 重 視 ・ 優 先、 住 民 無 視 ・ 軽 視の 行 政

姿 勢 その も の と 言 わ ざ る を 得 な い の で す 。  

今 回 の 道 路 の 必 要 性 の 説明 で 、 「 災 害 リ スク 」 を 上 げ 、 「 洪水 及

び 南 海ト ラ フ 巨 大 地 震 に よ る 津 波 、 液 状 化等 に 伴 う 通 行 止 め等 の リ

ス ク に備 え る た め の 道 路 で あ る 」 と の 説 明が あ り ま し た 。 現ル ー ト

案 、 高砂 東 イ ン タ ー 、 ア ク セ ス 道 路 沖 浜 平津 線 の 設 置 さ れ る大 木 曽

水 路 一帯 は 、 浚 渫 さ れ た 汚 染 Ｐ Ｃ Ｂ 土 壌 が両 岸 に 埋 め ら れ てい る 地

域 で す。  

し か も 、 以 前 、 平 成 19 年 ９ 月 の 県 資 料 にお い て 、 震 度 ６ 強の 震

災 時 の液 状 化 現 象 の 危 険 が 指 摘 さ れ た 地 域で も あ り ま す 。 「隣 接 の

恒 久 化対 策 済 み の Ｐ Ｃ Ｂ の 盛 立 地 は 危 険 だか ら 道 路 は 通 せ ない 、 そ

れ を 避け る た め に 住 宅 地 を 通 さ ざ る を 得 ない 」 と し な が ら 、な ぜ そ

れ と 同じ よ う な 危 険 な 大 木 曽 水 路 地 域 に アク セ ス 道 路 、 イ ンタ ー チ

ェ ン ジが 設 置 で き る の か 。 そ の よ う な こ とが で き る な ら 、 わざ わ ざ

住 宅 地を 通 す 必 要 は さ ら さ ら あ り ま せ ん し、 明 ら か な 矛 盾 、論 理 破

綻 で す。 再 考 を お 願 い し ま す 。  

最 後 に 、 今 様 々 な 災 害 が起 こ り 、 そ の 都 度、 被 害 者 の メ ン タル 被

害 、 障害 が 問 題 と な っ て い ま す 。 未 曽 有 の自 然 災 害 に お い て、 住 み
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慣 れ た住 居 、 土 地 か ら 転 居 を 余 儀 な く さ れ、 環 境 の 変 化 に よる ス ト

レ ス で心 身 に 異 常 を 来 す 事 例 が 多 く な っ てい ま す 。 立 ち 退 き対 象 住

民 は もち ろ ん 、 道 路 周 辺 の 住 民 は 、 こ の よう な 様 々 な 不 安 、疑 問 を

抱 え 、騒 音 、 環 境 被 害 を 心 配 し な が ら 未 来永 劫 暮 ら す こ と とな り ま

す 。 にも か か わ ら ず 、 そ の よ う な 配 慮 、 検討 は 全 く な さ れ てい る よ

う に 思え ま せ ん 。  

い ま 一 度 立 ち 止 ま り 、 今の 時 代 に 即 し た 検討 の 見 直 し 、 撤 回を 強

く 要 求し 、 陳 述 を 終 わ り ま す 。 あ り が と うご ざ い ま し た 。  

○ 議 長  ２ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 ３ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ３ 番 ）  公 述３ 番 目 で す 。 平 岡町 高 畑 の ○ ○ で す。 無 職 、

80 歳で す 。 平 岡 町 高 畑字 北 田 ○ ○ 、 田 んぼ 1,056 平 米 を所 有 し て

い ま す。  

現 在 、 子 供 が 自 宅 を 急 ぎ新 築 し た い 意 向 です 。 播 磨 臨 海 道 路の 計

画 地 に当 た る た め 、 所 有 す る 土 地 へ の 線 引き が 非 常 に 重 要 です 。 新

築 す る建 屋 図 、 方 角 的 配 置 図 の 詳 細 設 計 がで き ま せ ん 。 大 至急 、 土

地 の 線引 き を 具 体 的 に 提 示 さ れ る こ と を 要求 い た し ま す 。  

サ ラ リ ー マ ン に と っ て 、自 宅 の 新 築 は 人 生最 大 の キ ー ポ イ ント の

と き です 。 以 上 、 背 景 を 御 理 解 の 上 、 早 急に 回 答 の ほ ど お 願い い た

し ま す。  

こ れ で 公 述 を 終 わ り ま す。  

○ 議 長  ３ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 ４ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ４ 番 ）  ４ 番、 稲 美 町 在 住 、 ○○ と 申 し ま す 。  

意 見 の 趣 旨 ・ 要 旨 。 播 磨臨 海 地 域 道 路 の 稲美 町 を 通 る ル ー ト計 画

案 に 反対 で す 。 理 由 は ３ 点 で す 。  

１ 点 目 、 播 磨 臨 海 地 域 道路 全 体 と し て 、 稲美 町 を 通 る 道 路 の位 置
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づ け が疑 問 で す 。 播 磨 臨 海 地 域 道 路 計 画 では 、 （ 仮 称 ） 明 石西 ジ ャ

ン ク ショ ン か ら （ 仮 称 ） 加 古 川 ジ ャ ン ク ショ ン へ つ な ぐ ル ート は 、

播 磨 臨海 地 域 の 名 称 な の に 稲 美 町 を 通 る 計画 と な っ て い ま す。 播 磨

臨 海 地域 道 路 全 体 と し て ど ん な 位 置 づ け か、 つ ま り 役 割 ・ 意義 が 本

当 に ある の で し ょ う か 。  

行 政 側 は 、 現 在 の 明 石 西イ ン タ ー の 渋 滞 分散 の た め に 稲 美 イン タ

ー チ ェン ジ を つ く る と 言 っ て い ま す が 、 そも そ も 明 石 西 イ ンタ ー か

ら 南 方面 、 明 姫 幹 線 、 国 道 250 号 に 行 く 車両 が 渋 滞 し て い るか ら で 、

北 の 稲美 町 に イ ン タ ー チ ェ ン ジ を つ く っ ても 渋 滞 分 散 の 役 割は 果 た

せ な いと 思 い ま す 。  

渋 滞 分 散 と い う な ら （ 仮称 ） 明 石 西 ジ ャ ンク シ ョ ン か ら 南 の播 磨

臨 海 方面 へ 通 す べ き で 、 そ れ に よ り 神 戸 方面 か ら は （ 仮 称 ）明 石 西

ジ ャ ンク シ ョ ン 、 姫 路 方 面 か ら は （ 仮 称 ）加 古 川 ジ ャ ン ク ショ ン を

利 用 すれ ば 、 現 在 の 明 石 西 イ ン タ ー の 渋 滞分 散 に つ な が る と考 え ま

す 。  

稲 美 町 を 通 る ル ー ト に つい て 、 役 割 ・ 意 義を 考 え て い た だ き、 莫

大 な 税金 を 使 っ て 新 し い 高 速 道 路 を つ く るよ り も 、 町 民 の 生活 道 路

で あ る県 道 、 町 道 は 相 当 傷 ん で い ま す 。 また 、 車 を 利 用 で きな い 高

齢 者 の交 通 手 段 と し て 、 路 線 バ ス 以 外 に 乗り 合 い タ ク シ ー があ り ま

す が 、そ れ に 加 え て 町 内 循 環 バ ス を 走 ら せる な ど の 対 策 に 税金 を 有

効 活 用す る べ き と 考 え ま す 。  

２ 点 目 、 稲 美 町 が 掲 げ た第 ６ 次 稲 美 町 総 合計 画 の 矛 盾 点 で す。 稲

美 町 は、 コ ウ ノ ト リ が 飛 来 す る 恵 ま れ た 自然 環 境 、 緑 あ ふ れる 田 園

風 景 に、 新 し い 住 宅 も 多 く 増 え つ つ あ り ます 。 稲 美 町 が 第 ６次 総 合

計 画 の中 で 「 と も に つ く る  未 来 へ つ な ぐ  稲 美 町 」 を 基 本理 念 に

捉 え 、農 地 や た め 池 な ど の 緑 あ ふ れ る 田 園風 景 と 、 都 市 に 近く 地 域

の つ なが り が 豊 か な 住 環 境 が 調 和 し た 子 供か ら 高 齢 者 ま で 笑顔 い っ

ぱ い のま ち で 、 今 後 も 住 み や す さ ナ ン バ ー１ の ま ち の 実 現 を掲 げ て

い ま す。  

し か し 、 播 磨 臨 海 地 域 道 路 の 計 画 で は 、 高 さ 10 メ ー ト ル 、 幅

18.75 メー ト ル の 高 架 橋 が 閑 静 な 住 宅 地 、第 二 種 低 層 住 居 専用 地 域 、
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農 地 、た め 池 を 通 り 、 住 み 慣 れ た 稲 美 町 の景 観 が 失 わ れ ま す。  

ま た 、 天 満 南 幼 稚 園 は 立ち 退 き と な り 、 天満 南 小 学 校 の 校 庭付 近

を 通 るた め 、 子 供 た ち の 健 康 問 題 、 教 育 問題 に も 影 響 が あ り、 農 業

用 水 にも 影 響 が 出 ま す 。  

ま た 、 こ の 道 路 は 物 流 トラ ッ ク の 往 来 が 主流 と な り 、 （ 仮 称） 稲

美 イ ンタ ー チ ェ ン ジ に 大 池 バ イ パ ス を つ なぐ こ と に よ り 、 稲美 町 内

の 幹 線道 路 等 が 渋 滞 し 、 自 動 車 公 害 等 が 広範 囲 に 拡 散 ・ 発 生し 、 生

活 環 境は 破 壊 さ れ る の で は な い か と 住 民 は日 々 不 安 を 感 じ てい ま す 。  

こ の よ う な 状 況 が 予 想 され る 中 、 住 み や すさ ナ ン バ ー １ の まち の

実 現 が可 能 で し ょ う か 。 住 民 の 生 活 環 境 、稲 美 町 の 自 然 環 境を 守 る

の も 行政 の 務 め で は な い で し ょ う か 。  

３ 点 目 、 農 業 振 興 地 域 の整 備 に 関 す る 法 律に つ い て で す 。 農業 振

興 地 域の 整 備 に 関 す る 法 律 に 、 「 国 は 国 民に 対 す る 食 料 の 安定 供 給

の 確 保を 図 る た め 、 我 が 国 全 体 の 農 用 地 等が 確 保 さ れ る よ う努 め な

け れ ばな ら な い 。 ま た 、 地 方 公 共 団 体 は 国と の 適 切 な 役 割 分担 の も

と 、 当該 地 方 公 共 団 体 に お け る 農 用 地 等 が確 保 さ れ る よ う に努 め な

け れ ばな ら な い 」 と さ れ て い ま す が 、 市 街化 調 整 区 域 を 安 易に 播 磨

臨 海 地域 道 路 の 計 画 路 線 に 選 定 し て い ま せん か 。 稲 美 町 の 基幹 産 業

は 、 農業 で あ る こ と を 忘 れ て は な ら な い と思 い ま す 。  

稲 美 町 が 守 っ て い か な けれ ば な ら な い 自 然環 境 、 生 活 環 境 、農 地

の 確 保が こ の 播 磨 臨 海 地 域 道 路 計 画 に よ って 壊 さ れ よ う と して い ま

す 。 都市 計 画 に 突 っ 走 る の で は な く 、 い ま一 度 立 ち 止 ま っ て、 本 当

に 必 要か 考 え て い た だ く こ と を 願 い ま す 。  

以 上 で 公 述 を 終 わ り ま す。  

○ 議 長  ４ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 ５ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ５ 番 ）  ５ 番、 稲 美 町 ○ ○ の ○○ で す 。  

今 ４ 番 の 方 が お 話 に な った 、 あ の 方 は ○ ○、 私 は ○ ○ で す 。そ の

間 を 道路 が 通 り ま す 。 重 複 す る こ と が 多 いの で 、 も う そ れ はや め て
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言 い ます 。  

私 は 、 こ の 年 に な っ て ○○ を し ま し た 。 なぜ か と い う と 、 僕の 失

敗 な んで す け ど も 、 裁 判 が で き る と 思 い まし た 。 ○ ○ を す ると 裁 判

は で きま す 。 僕 も 裁 判 は 得 意 で す か ら 、 やろ う と 思 い ま し た。 と こ

ろ が 、都 市 計 画 決 定 を し て い な か っ た ら でき な い と い う こ とが 、 わ

か り まし た 。 裁 判 を し た っ て 負 け る と い うの は 分 か る ん で す。 た だ 、

証 拠 とし て 残 る か ら 、 僕 は も う 数 年 で 死 ぬと 思 い ま す か ら 、そ れ で

証 拠 とし て 残 そ う と 思 っ て ○ ○ を し よ う と思 っ た ん で す 。  

そ れ か ら 、 ま ず 言 い ま す。 端 折 っ て 言 い ます と 、 実 は 今 日 説明 し

よ う と、 こ の 公 聴 会 に 出 席 し ま す の で 、 最初 に も ら っ た 計 画案 を 見

ま し た。 決 め ら れ た 計 画 案 は 、 ほ ん ま に 一番 安 く て 、 工 事 が早 く 済

む 、 その ル ー ト だ け な ん で す 。  

先 ほ ど か ら も あ り ま し たけ ど も 、 こ の 道 路は 、 ま ず ニ ッ ケ と河 原

山 池 の太 陽 光 発 電 を 潰 し ま す 。 今 皆 さ ん も御 存 じ の と お り 、ク リ ー

ン エ ネル ギ ー 政 策 と い う か 、 そ れ か ら 昨 年１ 月 １ 日 に 能 登 では 地 震

が 起 こり ま し た 。 ９ 月 で は 豪 雨 の た め に 大災 害 に な り ま し た。 そ れ

で 、 一番 問 題 は 温 暖 化 で 、 温 暖 化 を 防 ぐ とい う こ と で や っ てい る の

に 、 それ に 対 す る 太 陽 光 発 電 を 潰 す 、 も って の ほ か だ と 思 いま す 。  

そ れ と 、 先 ほ ど か ら 説 明が あ っ た よ う に 、道 路 で 天 満 南 校 区が め

ち ゃ くち ゃ に 環 境 が 悪 く な り ま す 。 二 重 にこ の 道 路 は 温 暖 化対 策 に

反 し てい る と い う こ と に な り ま す 。  

そ れ で 、 今 僕 は ５ 番 目 なん で 、 ４ 番 目 ま で説 明 が あ り ま し たけ ど

も 、 もう と に か く 皆 さ ん に 幾 ら 言 っ て も だめ だ と い う こ と をお っ し

ゃ っ てい ま す 。 そ れ は 当 た り 前 な ん で す 。何 で か と い う と 、こ の 公

聴 会 も都 市 計 画 決 定 の １ つ の セ レ モ ニ ー なん で す 。 そ の セ レモ ニ ー

を 、 今日 は も う 一 つ 残 念 な の は 、 皆 さ ん は都 市 計 画 関 係 者 で、 こ れ

を 計 画さ れ た 人 は 、 国 の 国 道 事 務 所 も 県 の道 路 関 係 者 も 誰 も来 て い

な い 。こ れ は セ レ モ ニ ー か と い う こ と で す。  

だ ん だ ん 興 奮 し て き ま した け ど も 、 そ う いう こ と で 、 な ら 我々 に

と っ て、 先 ほ ど か ら 言 っ て い ま し た け ど も、 反 対 し て も こ れは も う

だ め なん で す 。 な ら ど う し た ら い い か 。 収用 を か け ら れ る 人、 用 地
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買 収 をさ れ る 人 が 土 地 収 用 委 員 会 、 ず っ と判 を 押 さ ず に 、 まず 収 用

法 に かけ て も ら う 。 そ し て 、 収 用 委 員 会 で採 決 を も ら う 。 採決 額 は

絶 対 に上 が り ま す 。 そ し て 、 こ ん な こ と は言 い た く な い で すけ ど も 、

た く さん の 人 の 反 対 者 が 出 た ら 、 土 地 収 用委 員 会 の 事 務 局 、し れ て

い ま す。 そ う す る と 延 び ま す 。 そ う い う こと で 、 こ れ を 阻 止す る し

か 。 でも 結 局 は 、 収 用 法 第 ２ 条 に よ り も う収 用 さ れ ま す 。 そん な こ

と で 、と に か く 我 々 は 犠 牲 者 な ん で す 。 普通 、 道 路 が で き たら メ リ

ッ ト があ り ま す け ど も 、 今 回 の 道 路 は 、 私た ち に と っ て は 何の メ リ

ッ ト もな い 。 そ れ な の に 従 わ な い か ん の では な い か と 。  

そ う や け ど も 、 皆 さ ん が先 ほ ど も 言 っ て おら れ ま し た け ど も、 ５

月 30 日 に 神 戸 や 播 磨 地 域 の 経 済 団 体 で つく る 播 磨 臨 海 地 域道 路 建

設 促 進協 議 会 が 「 道 路 の 早 期 事 業 化 を 考 える 要 望 書 」 を 齋 藤知 事 に

提 出 しま し た 。 知 事 は 、 「 事 業 化 に 向 け 着実 に 手 続 を 進 め てい き た

い 」 と答 え た 。 こ れ は 神 戸 新 聞 に 書 い て あり ま し た 。 な ら 、先 ほ ど

か ら 皆さ ん も 言 っ て お ら れ る よ う に 、 こ の公 聴 会 は 何 な の かと い う

こ と に。 こ れ 以 上 言 っ て も 無 駄 な こ と な ので や め ま す け ど も、 こ う

い う 計画 そ の も の 、 特 に 稲 美 、 ど こ も で すけ ど 、 今 回 は む ちゃ く ち

ゃ で す。  

こ れ 以 上 は や め ま す 。 どう も あ り が と う ござ い ま し た 。 以 上で す 。  

○ 議 長  ５ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 ６ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ６ 番 ）  公 述番 号 ６ 、 文 章 を 読み 上 げ て 公 述 し ます 。  

平 岡 町 新 在 家 在 住 の ○ ○と 申 し ま す 。 都 市計 画 法 第 16 条 に基 づ

く 公 述を さ せ て い た だ き ま す 。  

国 や 県 、 市 町 は 、 経 済 の活 性 化 、 観 光 の 活性 化 、 渋 滞 の 緩 和と 事

故 防 止、 そ れ か ら 防 災 対 策 が 強 調 さ れ て いま す 。 私 は ス テ ーク ホ ル

ダ ー の１ 人 と し て 、 次 の 点 に つ い て 疑 問 を持 っ て い ま す の で、 公 述

さ せ てい た だ き ま す 。  

１ 、 名 古 屋 圏 域 に 次 い で播 磨 地 域 の Ｇ Ｄ Ｐは ナ ン バ ー ２ だ と主 張
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さ れ てい ま す が 、 臨 海 部 に 隣 立 す る 大 企 業は 流 通 確 保 、 建 設業 は 工

事 費 で経 済 の 活 性 化 が 図 ら れ る と 思 い ま すが 、 地 域 住 民 の 暮ら し や

経 済 活性 化 と は 別 問 題 で あ る と 思 い ま す 。  

洋 の 東 西 を 問 わ ず 、 格 差社 会 が 大 き な 社 会問 題 に な っ て い ます 。

日 本 でも 2022 年 の 総 務 省 の 家 計 調 査 報 告で は 、 上 位 10％ が 全 金 融

資 産 の 53.9％ を 保 有 、 下 位 50％ の 保 有率 は 僅 か 6.8％ とな っ て お

り 、 日本 の 可 処 分 所 得 ベ ー ス の ジ ニ 係 数は 0.33 で 、 完 全 平等 か ら

遠 く 、格 差 は 先 進 国 の 中 で も 高 水 準 と な って い ま す 。  

以 上 の 事 実 か ら 、 経 済 の活 性 化 と い っ て も、 地 域 住 民 に と って は

主 食 の米 が 不 足 す る 事 態 の 中 で 、 １ メ ー トル 1,400 万 円 以 上の 工 事

費 の 負担 は 不 要 不 急 以 外 の 何 物 で も あ り ませ ん 。 5,900 億 円も 工 事

単 価 の高 騰 で １ 兆 円 超 え の 情 報 も 伝 え ら れて お り 、 大 問 題 だと 考 え

て い ます 。  

２ 、 観 光 の 活 性 化 の 主 張で す が 、 高 速 道 路は 目 的 地 間 を 短 時間 で

通 過 する た め の イ ン フ ラ で あ り 、 通 過 交 通は 地 域 に 滞 在 せ ず消 費 を

せ ず 、市 民 生 活 の 活 性 化 と は 程 遠 い と 考 えて い ま す 。 高 速 道路 が で

き る と、 む し ろ 地 元 の 商 店 街 が ス ル ー さ れる リ ス ク さ え 感 じま す 。

通 過 交通 と 観 光 誘 客 は 別 物 で は な い で し ょう か 。 観 光 の 名 を借 り て

正 当 化さ れ る こ と は 違 和 感 を 禁 じ 得 ま せ ん。  

３ 、 計 画 起 案 時 点 か ら 完成 ま で の タ イ ム ラグ が 大 き く 、 交 通量 予

測 に 齟 齬 が 発 生 し て い ま す 。 加 古 川 バ イ パ ス は 19.4％ 減 と 着 実 に

減 少 し、 人 口 減 少 や 若 者 、 高 齢 者 の 車 離 れ、 リ モ ー ト ワ ー クの 普 及

な ど を踏 ま え る と 、 今 後 も 交 通 量 は 減 少 し続 け る の で は な いで し ょ

う か 。ま た 、 労 働 者 不 足 も 加 味 し て 流 通 革命 が 進 ん で お り 、無 用 の

長 物 とな る 可 能 性 が あ り ま す 。  

４ 、 防 災 対 策 が 強 調 さ れて い ま す が 、 ル ート が た く さ ん あ ると 防

災 対 策に な る と の 主 張 で す が 、 播 磨 臨 海 地域 道 路 は 海 岸 線 近く 、 埋

立 地 、低 地 部 を 通 過 す る 図 面 と な っ て い ます 。 南 海 ト ラ フ 巨大 地 震

や 台 風、 風 、 高 潮 で は 、 津 波 、 液 状 化 、 高潮 の 直 撃 を 受 け る危 険 区

域 で あり 、 避 難 、 輸 送 路 と し て 危 険 性 を はら ん で い ま す 。 実際 、 防

災 の 原則 は 高 台 、 内 陸 ル ー ト の 確 保 で あ り、 臨 海 部 道 路 が 防災 路 に
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な る とい う の は 逆 行 し た 説 明 で は な い で しょ う か 。  

５ 、 環 境 影 響 調 査 は 事 前に 行 い 、 予 測 で きる 大 気 汚 染 や 騒 音、 振

動 、 低周 波 、 電 磁 波 、 日 照 権 、 生 物 資 源 等の リ ス ク 調 査 を 行い 、 住

民 に 知ら せ て 路 線 決 定 前 に 公 表 す べ き だ と思 い ま す 。 順 序 が逆 で は

な い か と 思 い ま す 。 ま た 、 加 古 川 市 内 で 南 北 道 路 の 周 辺 住 民 か ら

「 日 陰に な っ て 地 価 が 下 が っ て し ま っ た 」と い う 附 随 的 な 影響 も 発

生 し てい る と 聞 い て い ま す が 、 こ う し た こと に 対 す る 補 償 は何 も な

い と 聞い て い ま す 。  

６ 、 住 民 に と っ て の 土 地と は 、 単 な る 所 有物 で は な く 、 生 きて き

た あ かし で す 。 代 替 地 や 移 転 補 償 金 で は 、こ こ に 住 み 続 け たか っ た

と い う思 い は 償 え ま せ ん 。 特 に 高 齢 者 や 先祖 代 々 の 土 地 を 守っ て き

た 世 帯に と っ て は 、 生 活 の 根 幹 に 関 わ る 問題 。 立 ち 退 き 補 償に つ い

て も 、減 価 償 却 し た 住 ま い の 住 民 は 、 再 出発 す る の に 二 重 ロー ン を

余 儀 なく さ れ る の で は な い で し ょ う か 。  

ま た 、 約 500 世 帯 が 立 ち 退 き 等 を 余 儀 な くさ れ る と 聞 い て いま す

が 、 トイ レ 、 風 呂 な ど 水 回 り 部 分 だ け 一 部収 用 扱 い さ れ る と、 構 造

上 は 残っ て も 実 質 居 住 不 能 と な り 、 日 常 生活 が 破 壊 さ れ る 事例 も 発

生 す ると 思 わ れ ま す 。 生 活 者 に と っ て は 一大 事 に な り ま す 。  

７ 、 気 候 変 動 問 題 が 大 問題 に な っ て い ま すが 、 世 界 気 象 機 関が 今

年 の ５月 28 日 に 発 表 し た 報 告 書 で は 、 人為 的 な 気 候 変 動 によ り 地

球 の 温暖 化 が 進 み 、 今 後 ５ 年 間 で 新 た な 最高 気 温 が 記 録 さ れる 可 能

性 が 高い と の 見 通 し を 示 し 、 世 界 の 平 均 気温 は 産 業 革 命 以 前の 平 均

気 温 よ り 1.2 か ら 1.9 度 高 く な る と み られ る と 報 告 し て いま す 。  

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 問題 に つ い て 、 建 築資 材 や 建 設 プ ロ セス に

起 因 して Ｃ Ｏ ２ が 11％ 押 し 上 げ ら れ る と 言わ れ て い る 建 設 時の 環 境

負 荷 への 心 配 の 声 が 上 が っ て い ま す が 、 ゼロ カ ー ボ ン 宣 言 をし て い

る 加 古川 市 と し て も 政 策 整 合 性 が 問 わ れ てい ま す 。 こ の こ とに つ い

て の 説明 が な い の で 、 お 願 い し た い と 思 いま す 。  

以 上 ７ 点 、 理 事 者 提 案 に対 す る 感 想 と 心 配事 を 述 べ さ せ て いた だ

き ま した 。 御 回 答 を お 願 い し て 、 私 の 公 述と さ せ て い た だ きま す 。

御 清 聴あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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○ 議 長  ６ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 ７ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ７ 番 ）  ７ 番の 公 述 を さ せ て いた だ き ま す 。 山 之上 の ○

○ を して い ま す ○ ○ と い い ま す 。 ど う ぞ よろ し く お 願 い し ます 。  

工 事 に 関 係 す る 周 辺 へ の影 響 と い う の が あり ま す の で 、 特 に町 内

を 通 る池 と か 道 路 の 関 係 の こ と に つ い て 述べ さ せ て い た だ きた い と

思 い ます 。  

町 内 に は 大 き な 池 が ２ つ、 特 に 大 き い の が１ つ あ る ん で す けど も 、

潰 目 池と い う 大 き な 池 、 ち ょ う ど そ の 西 側の 端 の ほ う の 上 空を 道 路

が 通 るこ と に な っ て い ま す 。 池 の 上 を 通 る際 の 橋 脚 の 位 置 とい う の

が す ごく 重 要 な ポ イ ン ト と こ ち ら は 考 え てお り ま し て 、 工 事の 関 係

で 池 の水 量 と か 、 水 質 に 関 す る 考 え 方 と いう の は ど の よ う に持 っ て

お ら れる の か と い う の を お 聞 き し た い 、 明示 し て い た だ き たい と 考

え て いま す 。  

潰 目 池 は 、 下 流 側 に 農 業用 水 と し て 重 要 な水 源 に な っ て い ます 。

池 の 東側 に は 、 営 業 と し て 水 上 ゴ ル フ 場 とか も あ り ま す の で、 そ れ

に と って も 重 要 な 環 境 に な っ て い ま す 。  

臨 海 道 路 は 、 高 架 の た めに 池 の 上 を 通 過 する と こ ろ に な り ます け

ど も 、で は 工 事 を す る た め に 池 の 水 を 抜 いて し ま っ た り と か、 そ う

い う 状態 が 起 こ り ま す と 、 農 業 に は 多 大 な影 響 が 出 て く る と考 え ら

れ ま す。 池 の 水 量 の 調 整 と い う の は そ ん なに 簡 単 で は あ り ませ ん の

で 、 期間 に よ っ て は 稲 作 等 に 大 き な 影 響 が出 ま す し 、 水 上 ゴル フ 場

に と って は 水 が な く な っ た 場 合 、 営 業 と いう の が で き な く なっ て し

ま い ます 。 こ う い っ た と こ ろ は 営 業 が し ばら く 止 ま り ま す と、 客 離

れ を 起こ し て 、 最 終 的 に 廃 業 に な っ て い るケ ー ス は 当 然 多 くあ り ま

す の で、 そ う い っ た 可 能 性 も あ っ て 特 に 不安 で あ る と い う とこ ろ で

あ り ます 。  

水 を 抜 か ず に 工 事 を す る場 合 は 、 影 響 は かな り 少 な く は な ると 思

い ま すけ ど も 、 景 観 の 変 化 、 影 響 等 は あ って 、 非 常 に 不 安 であ り ま
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す 。 農業 に し て も 事 業 に し て も 、 水 源 と 水質 、 水 量 の 確 保 等に つ い

て は 不可 欠 で あ り ま す の で 、 そ の 辺 の と ころ を 御 留 意 し て いた だ き

た い 、そ う い っ た こ と に つ い て の 説 明 を しっ か り し て い た だき た い

と 考 えま す 。  

続 い て 、 潰 目 池 と 別 に ２号 線 の す ぐ 下 の とこ ろ に 小 さ な 池 があ る

ん で すけ ど も 、 そ の 池 の 東 の と こ ろ を か すめ る よ う な 形 で 計画 は な

さ れ てい ま す 。 こ れ も 小 さ い と は い え 、 農業 用 水 等 に つ い て影 響 が

出 る こと が 考 え ら れ ま す 。 先 ほ ど の こ と と併 せ て 、 工 事 の 計画 の 概

要 、 計画 的 な 内 容 を 早 め に 明 示 し て い た だい て 、 工 事 の 実 施に 伴 う

影 響 、そ の 評 価 、 そ れ か ら そ れ が 発 生 し たと き に い ろ い ろ なと こ ろ

に 起 こる 不 利 益 等 に つ い て の 補 償 に つ い ても 早 期 に 明 示 い ただ き た

い 、 そう い う ふ う に 考 え て お り ま す 。 ま た、 そ れ ぞ れ の 利 権者 に 納

得 の いく 形 で の 回 答 、 ま た そ れ に 伴 う 補 償は お 願 い し た い と思 い ま

す 。  

池 の 環 境 の と こ ろ に な りま す の で 、 ど ち らか と 言 え ば 、 個 人の と

こ ろ では な く て 、 水 利 委 員 会 と か い ろ い ろな と こ ろ の 内 容 の団 体 が

お 話 の対 象 に な っ て し ま い ま す 。 ど う し ても 説 明 が 後 手 に 回っ て い

る よ うな 気 も し ま す の で 、 そ う い っ た と ころ に 対 し て も 細 かい 説 明

を し てい た だ い て 、 で き る だ け 不 安 を 解 消で き る よ う な 形 で御 配 慮

願 い たい と 考 え ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願い し ま す 。  

２ 点 目 、 県 道 382 号 線 の整 備 に つ い て で す。 今 回 の 計 画 は 、本 線

が 全 て高 架 に な り ま す 。 そ の 関 係 で 近 隣 の県 道 に 側 道 の 役 割を 携 わ

せ る ので は な い か と い う ふ う に 考 え て 、 また そ う い っ た 内 容の こ と

を 聞 いて お り ま す 。 現 在 の 382 号 線 、 国 道か ら 明 姫 幹 線 に つな が る

道 で すけ ど も 、 そ の 県 道 は 非 常 に 道 幅 が 狭く 、 歩 道 も ご く 一部 し か

つ い てい ま せ ん 。 平 日 の 朝 の ７ 時 、 ８ 時 台は 大 変 混 雑 し て 、迂 回 す

る 車 が町 内 の 狭 い 道 を 走 っ て い く よ う な 形に な っ て い ま す 。非 常 に

危 険 な状 態 が 続 い て い ま す 。  

平 岡 播 磨 イ ン タ ー チ ェ ンジ が で き た 場 合 は、 当 然 車 の 流 入 量が 飛

躍 的 に増 加 し て 、 現 状 以 上 の 混 雑 が 想 定 され ま す 。 県 道 は ４車 線 化

さ れ ると 思 わ れ ま す が 、 歩 道 や 横 断 歩 道 、信 号 等 の 整 備 計 画、 本 線
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の 工 事規 模 の 概 要 に 合 わ せ て 、 こ れ も 先 ほど の こ と と 同 じ です け ど

も 、 早く の 時 点 、 早 期 に 明 示 い た だ い て 、住 民 の 不 安 を 解 消し て い

た だ きた い 。 こ う い っ た 内 容 の と こ ろ の 積み 重 ね に よ っ て 、基 本 的

に は 反対 と い う こ と が 出 た と し て も 、 そ の次 の 手 と し て の 安心 に つ

な が るよ う な 内 容 の 手 だ て と し て 、 早 期 に詳 し い 説 明 を し てい た だ

く こ とを 切 に お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

こ れ で 公 述 を 終 わ り ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た 。  

○ 議 長  ７ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

そ れ で は 、 一 旦 こ こ で 休憩 を 取 り た い と 思い ま す 。  

（ 休 憩）  

○ 議 長  そ れ で は 、 時 間と な り ま し た の で、 再 開 い た し ま す。  

続 き ま し て 、 ８ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ８ 番 ）  公 述番 号 ８ 番 、 加 古 川市 別 府 町 か ら 来 まし た ○

○ 、 66 歳 、 職 業 は 建 築 家 で す 。 本 日 は よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

私 は 、 道 路 建 設 予 定 地 に含 ま れ る 別 府 に 先祖 か ら 受 け 継 い だ家 が

あ り 、当 事 者 の 立 場 と し て 、 そ し て 市 民 の立 場 か ら 意 見 を 述べ さ せ

て い ただ き ま す 。 本 日 の 主 張 は ４ 点 で す 。  

１ 点 目 、 住 民 不 在 、 道 路あ り き で 説 明 さ れた 道 路 計 画 の 進 行に は

不 信 感が あ り ま す 。 播 磨 臨 海 地 域 道 路 の 建設 予 定 地 に 含 ま れる と こ

ろ に 家が あ り ま す が 、 2023 年 10 月 に 初 めて 道 路 計 画 が 進 行し て い

る こ とを 知 り ま し た 。 同 年 12 月 に 兵 庫 県及 び 加 古 川 市 か ら地 域 住

民 に 対す る 説 明 会 が 行 わ れ ま し た が 、 初 回で あ る に も か か わら ず 、

道 路 あり き 、 播 磨 臨 海 地 域 道 路 は 建 設 さ れる と い う 前 提 で 話さ れ て

い る こと に 疑 問 を 感 じ ま し た 。 県 、 市 は 道路 建 設 計 画 に 関 する 情 報

を 公 示し た と 主 張 し ま し た が 、 直 接 被 害 を被 る 地 域 へ の 情 報告 知 は

十 分 に行 わ れ て い ま せ ん 。 限 ら れ た 場 所 で消 極 的 な 告 知 を した と し

て も 、本 来 聞 く べ き 意 見 を 聞 く こ と は な かっ た は ず で す 。  

立 ち 退 き を 要 請 さ れ る 家も あ り 、 道 路 建 設は 住 民 に と っ て 生活 基

盤 を 破壊 さ れ る 重 大 な 問 題 で す 。 直 接 打 撃を 受 け る 地 域 の 住民 が 意
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見 を 述べ る 機 会 を う や む や に さ れ た ま ま 計画 が か な り 進 め られ て い

る こ とに 強 い 不 信 感 を 抱 い て い ま す 。 計 画は 地 域 住 民 の 意 見を 公 平

に 聞 いて 検 討 さ れ る べ き で あ り 、 不 透 明 なま ま 決 定 し て 進 めら れ る

べ き では あ り ま せ ん 。  

説 明 会 で 「 道 路 の 目 的 は」 と 問 い か け た とこ ろ 、 「 物 流 の 効率 化

を 図 り、 製 造 業 の 活 性 化 を 目 的 と し て い る」 と の 説 明 が あ りま し た 。

幹 線 道路 の 渋 滞 緩 和 に も な り 、 事 故 が 減 少す る と い う こ と は住 民 の

た め にな る と 付 け 加 え ら れ ま し た が 、 言 い訳 に し か 聞 こ え ませ ん 。

産 業 界、 製 造 業 を 活 性 化 す る た め の 渋 滞 緩和 が 地 域 住 民 の 生活 よ り

重 要 とは 到 底 思 え ま せ ん 。 産 業 界 の 需 要 と利 益 の た め に 、 地域 住 民

の 生 活が 犠 牲 に さ れ る べ き で は あ り ま せ ん。  

２ 点 目 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 、 持 続可 能 な 社 会 を 実 現す る 問 題 に 対 し て、 こ

の 道 路計 画 は 時 代 の 要 求 に 逆 行 し 、 環 境 を破 壊 し ま す 。 別 府・ 高 砂

エ リ アは 、 半 世 紀 前 の 高 度 成 長 期 の 重 工 業進 出 に よ っ て 環 境が 破 壊

さ れ 、住 民 は 粉 じ ん 飛 沫 や 水 質 汚 染 な ど に悩 ま さ れ て き ま した 。 そ

れ で も、 環 境 の 回 復 を 目 指 し て 植 樹 や 運 河の 整 備 を 地 道 に 行っ て き

た 結 果、 近 年 よ う や く 自 然 が 再 生 し 始 め 、人 と 生 物 が 暮 ら せる 環 境

が 戻 って き た と こ ろ で す 。 こ の 道 路 計 画 は、 そ の 自 然 と 地 域住 民 の

生 活 、そ し て 希 望 を 再 び 破 壊 し ま す 。  

社 会 は 、 こ の 道 路 計 画 発案 当 時 か ら 大 き く変 わ り ま し た 。 地球 温

暖 化 、異 常 気 象 、 森 林 破 壊 、 生 物 多 様 性 の減 少 な ど 、 近 年 は環 境 問

題 が 深 刻 で す 。 国 連 が 提 唱 す る Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 向 き 合 う た め に 世 界 は

諸 々 の基 準 を 見 直 し て い ま す 。 日 本 政 府も 2050 年 ま で に カー ボ ン

ニ ュ ート ラ ル の 実 現 を 目 指 す こ と を 宣 言 し、 今 年 の ４ 月 に は、 建 設

を 含 めて 脱 炭 素 の 計 算 が 義 務 付 け ら れ ま した 。 道 路 計 画 は 30 年 か

ら 50 年 先 を 想 定 し 、 時代 に 合 わ せ て 検 討さ れ る べ き で す 。  

ま た 、 若 者 の 間 で 車 離 れが 進 ん で い る こ とは 国 交 省 の 調 査 でも 報

告 さ れて お り 、 ト ラ ッ ク の 運 転 手 の 数 も 減少 傾 向 に あ り ま す。 近 年 、

環 境 省 、 国 交 省 で は 、 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 を 削 減 で き る 鉄 道 や 船 舶 な ど の

利 用 、モ ー ダ ル シ フ ト を 道 路 輸 送 の 代 替 手段 と し て 推 奨 し てい ま す 。

モ ー ダル シ フ ト の 導 入 は 、 運 転 手 不 足 の 働き 方 改 革 と い っ た社 会 背
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景 か らも 求 め ら れ て お り 、 道 路 交 通 量 の 削減 に も つ な が り ます 。  

海 岸 線 の 播 磨 工 業 地 帯 には 産 業 港 も あ り ます 。 渋 滞 緩 和 を 上げ て

安 易 に新 し い 道 路 を 建 設 す る 計 画 は 、 世 界規 模 で 推 進 さ れ てい る 脱

炭 素 の動 き に 逆 行 し ま す 。 道 路 建 設 に 固 執せ ず 、 道 路 交 通 量の 削 減

や Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 の 削 減 を 目 指 す べ き で はあ り ま せ ん か 。  

こ の 道 路 建 設 は 自 然 を 再び 破 壊 す る も の であ り 、 住 民 の 生 活の 質

を お とし め さ せ た か つ て の 高 度 成 長 期 の 誤り の 繰 り 返 し に 他な り ま

せ ん 。環 境 問 題 は 非 常 に 深 刻 で 、 即 時 の 改善 が 求 め ら れ る ため 、 道

路 建 設の 是 非 の 再 考 を 切 願 し ま す 。  

３ 点 目 、 安 全 性 の 問 題 、災 害 時 の 緊 急 用 道路 を 液 状 化 リ ス クの 高

い エ リア に 建 設 す る 計 画 へ の 不 安 で す 。  

道 路 建 設 が 計 画 さ れ て いる 別 府 は 、 元 は 海岸 線 で 、 半 世 紀 ほど 前

に 神 戸製 鋼 や 工 場 建 設 の た め に つ く ら れ た埋 立 地 で す 。 大 地震 の 際

に 埋 立地 が 液 状 化 し 、 甚 大 な 被 害 を 引 き 起こ す こ と は 、 阪 神・ 淡 路

大 震 災の と き に 目 撃 さ れ て い ま す 。  

さ ら に 昨 年 、 2024 年 の 能 登 半 島 地 震 で は 、 防 災 科 学 研 究 所 主 任

専 門 研究 員 の 先 名 重 樹 氏 は 、 建 物 の 被 害 の状 況 の 検 証 か ら 軟弱 地 盤

で は 震度 が 倍 増 す る こ と を 立 証 し て お り 、ま た 東 京 工 業 大 学の 田 村

修 次 教授 は 、 震 度 が 倍 増 す る こ と で 杭 基 礎が 壊 れ て 、 建 造 物が 横 倒

し に なっ た こ と を 指 摘 し て い ま す 。 軟 弱 地盤 の 下 に あ る 硬 い地 盤 ま

で 掘 って 、 建 造 物 の 杭 を 打 つ こ と で 強 度 を上 げ る と い う 理 論は あ り

ま す が、 現 在 の 技 術 で は 安 全 確 保 は 不 可 能だ と 報 告 さ れ て いま す 。  

巨 大 地 震 が 起 き る リ ス クは 日 本 中 に あ り ます 。 軟 弱 地 盤 の 分布 図

を 見 ると 、 播 磨 臨 海 地 域 道 路 の ル ー ト の 沿岸 部 分 が 軟 弱 地 盤で あ る

こ と が分 か り ま す 。 渋 滞 緩 和 と 同 時 に 、 災害 時 の 緊 急 用 道 路の 役 割

を 担 う予 定 の こ の 道 路 は 、 巨 大 地 震 の 際 に本 当 に 安 全 に 機 能す る の

で し ょう か 。 説 明 会 で は 「 安 全 に 建 設 す る」 と の 返 答 が あ りま し た

が 、 技術 的 、 科 学 的 根 拠 に 基 づ い た 説 明 は一 切 な く 、 調 査 に信 憑 性

が 感 じら れ ま せ ん 。  

さ ら に 、 今 後 、 例 え 建 設技 術 が 進 歩 し た とし て も 、 日 本 で は工 事

費 の 高騰 が 大 き な 問 題 に な っ て い ま す 。 現在 既 に 予 算 不 足 で建 設 工
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事 が 頓挫 す る ケ ー ス が 多 発 し て い ま す か ら、 過 去 に 算 出 し た予 算 で

の 建 設は 到 底 不 可 能 と 思 わ れ ま す 。 非 常 時の 緊 急 用 に 建 設 され る 道

路 自 体が 壊 滅 す る 不 安 、 倍 増 す る 被 害 へ の恐 怖 は 拭 え ま せ ん。  

最 後 、 ４ 点 目 、 評 価 ・ 判断 は 公 平 に 行 わ れて い る の か と い う点 で

す 。  

こ の 計 画 道 路 の 安 全 性 、環 境 評 価 な ど は どの よ う な 組 織 が 行っ て

い る のか 。 道 路 建 設 推 進 派 に 偏 っ た 組 織 で行 わ れ て は い な いで し ょ

う か 。ア セ ス メ ン ト や 判 断 は 公 平 な 立 場 の第 三 者 を 含 め る べき で 、

道 路 建設 を 前 提 に し て 進 め る べ き で は あ りま せ ん 。 現 実 を 見詰 め 直

し 、 冷静 に 、 そ し て 公 平 な 視 点 で 道 路 建 設の 是 非 を 再 検 討 して い た

だ き たい 。  

以 上 、 産 業 界 の 需 要 と 利益 の た め 住 民 の 生活 が 犠 牲 に さ れ る、 道

路 あ りき で 進 め ら れ て い る こ の 道 路 計 画 に対 し て 反 対 で す 。環 境 、

Ｓ Ｄ Ｇｓ の 問 題 、 安 全 性 の 問 題 、 そ し て 透明 性 の あ る 公 平 な評 価 ・

判 断 など の 問 題 に つ い て 、 住 民 へ の 明 確 な説 明 と 見 直 し を 求め ま す 。  

こ れ で 公 述 を 終 わ り ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た 。  

○ 議 長  ８ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 ９ 番 の 方 、前 の 公 述 人 席 に て公 述 を お 願 い い たし ま

す 。  

○ 公 述人 （ ９ 番 ）  ９ 番で す け ど も 、 私 は別 府 町 の 関 係 者 です 。  

私 が 申 し 上 げ た い の は 、安 全 と 環 境 問 題 、こ れ に つ い て 地 域住 民

の 観 点か ら 一 言 申 し 上 げ た い と 思 っ て お りま す 。  

現 計 画 に よ れ ば 一 部 住 民の 住 宅 密 集 地 を 通り 建 設 す る 計 画 とな っ

て い ます が 、 以 下 の 面 か ら 地 域 住 民 の 安 全・ 住 環 境 を 著 し く阻 害 さ

れ る 事は 必 至 で す 。  

要 旨 を 順 番 に 申 し 上 げ ます と 、 ま ず 第 一 は、 先 ほ ど も 話 が あり ま

し た けれ ど も 、 超 巨 大 地 震 が 予 想 さ れ て おり ま す 。 阪 神 ・ 淡路 大 震

災 と は比 較 に な ら な い 東 南 海 ・ 南 海 地 震 とか 山 崎 断 層 の ず れに よ る

超 巨 大地 震 が 今 後 、 数 十 年 の 内 に 発 生 す る確 率 が 非 常 に 高 いと 予 想

さ れ てお り ま す 。 そ う い う 巨 大 地 震 対 策 を講 じ た と し て も 人知 を は
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る か に凌 ぐ 道 路 の 損 壊 と か 通 行 車 両 の 落 下は 回 避 で き ま せ ん。 以 上

よ り 、住 宅 地 域 を 避 け て 建 設 す べ き で す 。  

そ れ か ら ２ つ 目 は 、 環 境阻 害 で す 。 こ れ は従 来 、 何 十 年 来 言わ れ

て い るこ と で す け ど 、 大 気 汚 染 、 自 動 車 から の 有 害 な ガ ス の排 出 、

そ れ から 粉 じ ん も あ り 、 騒 音 ・ 振 動 、 昼 夜を 問 わ ず そ う い うこ と が

あ り ます し 、 夜 間 は 特 に ヘ ッ ド ラ イ ト と かに よ る 光 の 害 も 起こ り ま

す 。 そう い う の も 付 近 の 住 民 に は 悪 影 響 を及 ぼ す と い う こ とが ご ざ

い ま す。  

そ れ か ら １ つ 可 能 性 と して あ り ま す が 、 交通 事 故 も 起 こ り ます 。

交 通 事故 も 高 架 道 路 で 起 こ り ま す と 、 最 悪側 壁 を 壊 し て 下 に落 下 し

ま す 。上 記 を 勘 案 し 、 現 計 画 を 深 堀 し て 道路 、 た め 池 、 遊 休地 、 企

業 の 私有 地 、 菜 園 、 田 畑 、 倉 庫 、 工 場 等 、住 宅 地 よ り は 格 段に 危 険

性 並 びに 悪 影 響 の 少 な い 敷 地 が 多 く あ り ます の で こ れ ら の 上に 建 設

す べ きで す 。  

例 え ば 極 端 な 話 、 こ れ は非 現 実 か も し れ ませ ん け ど 、 大 阪 湾岸 の

道 路 がご ざ い ま す 。 あ れ は ど う い う と こ ろを 通 っ て い る か とい う と 、

人 工 島と か 波 止 場 と か そ う い う と こ ろ を 通っ て 、 仮 に 何 か 事故 が 起

き て も、 人 的 被 害 、 物 的 損 害 も ほ か の 住 宅密 集 地 域 よ り は 少な い と

い う 事を 勘 案 し て ル ー ト の 選 定 を や っ て いる 。  

そ れ か ら 、 阪 神 湾 岸 道 路の 西 側 が 、 こ の 前の 説 明 で も あ り まし た

け ど 延長 さ れ る と い う 計 画 も あ り ま す 。 そう い う こ と を 踏 まえ ま す

と 、 こち ら の 播 磨 の ほ う も 、 例 え ば 別 府 町の ほ う か ら 播 磨 の人 工 島 、

二 見 の人 工 島 と か 、 例 え ば 、 そ う い う と ころ を 通 し て 、 先 ほど の バ

イ パ スに つ な げ る と い う こ と も 検 討 の 余 地が あ る ん じ ゃ な いか と 個

人 的 には 思 っ て お り ま す 。  

そ う い う こ と で 、 最 後 に、 立 ち 退 き さ れ る方 が 一 番 大 変 で すが 、

二 、 三十 メ ー タ ー 周 辺 の 人 は 今 後 何 十 年 も住 ま れ る わ け で す。 そ の

方 た ちの 安 全 が 脅 か さ れ る 、 そ れ か ら 環 境問 題 に も 影 響 さ れる 、 そ

う い うこ と が 何 十 年 、 何 百 年 も 続 く わ け です 。  

関 連 町 村 に 在 住 し 続 け ねば な ら な い 数 多 くの 住 民 の 方 々 の 安全 ・

健 康 ・住 環 境 保 全 に 配 慮 し て 戴 き 是 非 、 経路 の 変 更 を 実 現 して 戴 き
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た く ご高 配 の 程 お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

私 の 意 見 は 以 上 で す 。 よろ し く お 願 い い たし ま す 。  

○ 議 長  ９ 番 の 方 、 あ りが と う ご ざ い ま した 。 お 席 に お 戻 りく だ さ

い 。  

続 き ま し て 、 10 番 の 方 、 前 の 公 述 人 席 に て 公 述 を お 願 い い た し

ま す 。  

○ 公 述人 （ 10 番 ）  公 述 番 号 10 番 、 別府 町 別 府 在 住 の ○○ で す 。  

ま ず 初 め に 、 な ぜ 国 民 、県 民 、 市 民 の 税 金、 数 十 年 前 に 提 案さ れ

た 額 は 5,900 億 円 、 材 料費 の 高 騰 や 物 価 の高 騰 に よ り １ 兆 円以 上 も

か か ると さ れ る 多 額 の 税 金 を 投 入 し て ま でも 、 な ぜ こ の 高 規格 道 路

を 建 設さ れ よ う と し て い る の か 。  

渋 滞 緩 和 や 交 通 事 故 の 削減 、 産 業 の 振 興 、製 造 業 の 活 性 化 、観 光

周 遊 の促 進 な ど が 言 わ れ て お り ま す 。 し かし 、 現 段 階 で の 世論 調 査

で も 、今 後 人 口 減 少 が 進 み ド ラ イ バ ー の 数も 減 る 中 、 輸 送 形態 も 変

わ る であ ろ う と も 言 わ れ て お り ま す 。 ま して や 加 古 川 市 南 部地 域 は 、

先 ほ ども 述 べ ら れ ま し た よ う に 、 過 去 に は砂 浜 が 長 く 続 き 、海 水 浴

客 や 潮干 狩 り な ど で に ぎ わ っ た と こ ろ で あり ま す 。 そ の よ うな 軟 弱

地 盤 であ る に も か か わ ら ず 、 道 路 建 設 で 掘削 作 業 や 埋 立 て など に よ

り 、 山崎 断 層 や 南 海 ト ラ フ 地 震 へ の 誘 発 や、 加 古 川 で の 橋 脚建 設 に

よ る 海水 汚 染 、 海 洋 生 物 、 土 壌 の 浸 食 、 地盤 沈 下 の リ ス ク など へ の

影 響 をど の よ う に 考 え ら れ て お ら れ る の でし ょ う か 。  

ま た 、 2013 年 ７ 月 に 国 土 交 通 省 道 路 局 が 『 構 想 段 階 に お け る 道

路 計 画策 定 プ ロ セ ス ガ イ ド ラ イ ン 』 を 発 表い た し て お り ま す。 中 身

は と いう と 、 非 常 に 分 か り や す く 表 現 さ れ、 具 体 的 に 書 か れて お り

ま す 。例 え ば 、 計 画 策 定 プ ロ セ ス の 適 切 性は 、 「 透 明 性 、 客観 性 、

合 理 性、 公 正 性 」 の ４ つ を 要 件 と し て お りま す 。 透 明 性 と は、 情 報

が 誰 に対 し て も 開 示 さ れ て い る こ と 。 客 観性 と は 、 デ ー タ 、情 報 な

ど が 客観 的 な も の で あ る こ と 。 合 理 性 と は、 各 種 手 順 が 合 理的 に 行

わ れ てい る こ と 。 公 正 性 と は 、 進 め 方 や 判断 は 偏 り な く 公 正で あ る

こ と 。  

ま た 概 略 計 画 で は 、 「 計画 策 定 者 は 、 概 略計 画 を 決 定 し た 場合 に
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は こ れを 公 表 す る 」 、 決 定 の 考 え 方 は 、 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン プ ロ

セ ス を経 て 、 得 ら れ た 情 報 を 意 思 決 定 に 当た っ て 考 慮 す る 重要 な 要

素 」 と書 か れ て あ り ま す 。 計 画 策 定 者 は 、当 然 あ ら か じ め 必要 と 考

え ら れる べ く 、 情 報 収 集 や デ ー タ 分 析 な どの 準 備 を 整 え て おく こ と

が 必 要な の で は な い の で し ょ う か 。 各 地 区で の 説 明 会 で も 「今 調 査

中 で ある 」 、 あ る い は 「 資 料 や 返 答 な ど は後 日 ホ ー ム ペ ー ジで 」 と

言 わ れて お り ま し た が 、 国 土 交 通 省 発 表 のこ れ ら の 中 身 を 本当 に 理

解 し て進 め ら れ て い る の で し ょ う か 。 こ れら が 発 表 さ れ て約 12 年

間 が 経と う と し て い る に も か か わ ら ず 、 明ら か に さ れ た の はル ー ト

の み で、 進 め よ う と し て い る こ と が 問 題 なの で は な い の で しょ う か 。  

ま た 、 高 規 格 道 路 が で きれ ば 雇 用 が 増 え ると も 言 わ れ て お りま す

が 、 それ ら の 根 拠 す ら 明 ら か に し な い 。  

ま た 、 観 光 客 を 呼 び 込 む、 ど こ に 加 古 川 市南 部 に そ の よ う な施 設

が あ るの で し ょ う か 。  

ホ ー ム ペ ー ジ で の 都 市 計画 に 関 わ る 説 明 会の 主 な 意 見 と 回 答に 関

し て も、 「 新 幹 線 の 上 を 越 え る の は 危 険 では な い か 」 の 意 見に 対 し 、

「 鉄 道事 業 者 と 協 議 し て お り 、 危 険 で は ない と 考 え て い る 」と 回 答

が あ りま す 。 本 道 路 建 設 計 画 に よ り ま す と、 山 陽 新 幹 線 の 上を 越 え 、

そ の 北 に あ り ま す 高 圧 鉄 塔 の 上 、 22 メ ー ト ル 上 空 を 通 り 、 １ キ ロ

少 し 南に 下 が れ ば 、 今 度 は 姫 路 に 向 か う ため に カ ー ブ を 余 儀な く さ

れ ま す 。 道 路 を 南 下 す る た め 、 11 ト ン ト ラ ッ ク が ど れ だ け 登 る の

に 加 速し 、 す ぐ に 減 速 し な け れ ば な ら な い危 険 な 計 画 設 計 道路 の 下

に は 、日 常 生 活 を 営 む 住 民 が 生 活 し て い るの で あ り ま す 。  

先 日 、 山 陽 電 鉄 別 府 駅 南の イ ト ー ヨ ー カ ドー 前 で 市 民 の 播 磨臨 海

地 域 道路 建 設 に つ い て シ ー ル 投 票 を 行 い まし た が 、 「 知 っ てい る 」

と 答 えた 方 は 少 な く 、 「 知 ら な い 」 と 答 えた 方 の ほ う が 多 くお ら れ

ま し た。  

説 明 会 で は 、 市 民 に 理 解を し て も ら う た めに 説 明 を 事 細 か にと 言

わ れ てお り ま し た が 、 こ れ ら の 実 態 は ど のよ う に 思 わ れ る ので し ょ

う か 。こ れ ら は 、 実 際 に イ ト ー ヨ ー カ ド ーの １ つ の ス ペ ー スに ア ン

ケ ー ト用 紙 を 置 き 、 そ こ に 市 役 所 の 方 が 座っ て お る 、 何 を して い る
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の か も明 ら か に さ れ な い 、 通 過 し て い る 、こ の 実 態 、 果 た して 皆 さ

ん 方 は、 こ れ が 本 当 の 市 民 の 声 だ と 思 わ れて い る の で し ょ うか 。  

ま た 、 「 高 速 道 路 の 料 金所 で ア ン ケ ー ト を取 っ た 、 ま た 事 業主 と

話 を した 、 だ か ら こ れ は 進 め て い い ん だ 。」 し か し 、 住 民 はこ れ に

対 し て「 知 ら な い 」 と い う 答 え を 出 し て いる に も か か わ ら ず、 こ れ

を 促 進し よ う と す る 体 制 が 問 題 で は な い ので し ょ う か 。  

ま た 、 神 社 仏 閣 は 避 け るよ う 努 力 を す る とあ り ま す が 、 別 府住 吉

神 社 のす ぐ 北 側 を 通 る た め 、 昼 夜 を 問 わ ず振 動 に よ る 建 物 への 傷 み

な ど が起 こ る の は 当 然 で は な い の で し ょ うか 。 住 吉 神 社 も 長く 親 し

ま れ てお る 関 係 上 、 や は り 古 く な り 傷 ん でい る 箇 所 も 多 く あり ま す 。

そ こ を揺 す っ て ど う す る の で し ょ う か 。  

ま た 、 東 播 磨 道 近 隣 の 方も 、 「 こ の 東 播 磨道 が で き た ら 便 利に な

る と 言わ れ 賛 成 し た が 、 夜 中 で も ト ラ ッ クが 通 る た び に 食 器棚 の 食

器 が ガタ ガ タ と 音 を 立 て て 、 地 震 か と 思 う。 そ し て 、 寝 て いる こ と

も 不 安視 を す る 」 こ の よ う に 述 べ ら れ て おり ま し た 。 「 安 住の 地 と

し て 骨を 埋 め よ う と 思 っ て い た の に 、 寝 耳に 水 と は こ の こ と」 と 嘆

い て おら れ る 高 齢 者 、 「 今 さ ら 引 っ 越 し てコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン が と

れ る のだ ろ う か 、 二 重 ロ ー ン も 組 め な い 」と の 意 見 も 多 く 聞い て お

り ま す。 こ の よ う に 、 一 部 引 っ か か っ て もそ こ か ら 離 れ ら れな い 高

齢 者 が多 く お ら れ る 地 域 を 真 っ 二 つ に 割 る、 こ れ が 行 政 の 行う べ き

仕 事 なの で し ょ う か 。  

公 述 人 の 多 く の 方 が 撤 回を 求 め て お り ま す。 私 ど も も 、 や はり こ

の 自 然破 壊 、 こ れ ら に 対 す る 意 見 を 述 べ 、こ の よ う な 観 点 から 無 謀

な 高 規格 道 路 建 設 に は 絶 対 に 反 対 で あ る こと を 述 べ 、 公 述 を終 わ ら

せ て いた だ き ま す 。  

○ 議 長  10 番 の 方 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 お 席 に お 戻 り く だ

さ い 。  

そ れ で は 、 続 き ま し て 11 番 の 方 、 前 の 公述 人 席 に て 公 述 をお 願

い い たし ま す 。  

○ 公 述 人 （ 11 番 ）  こ ん に ち は 。 高 砂 か ら 参 り ま し た 、 高 砂 町 ま

ち づ くり 協 議 会 の ○ ○ と 申 し ま す 。  
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平 素 は 、 私 た ち の ま ち づく り 協 議 会 、 県 民局 の 方 々 を は じ め県 の

皆 様 方に 設 立 当 初 か ら 大 変 お 世 話 に な り まし て 、 今 日 に 至 って お り

ま す 。こ の 場 を お 借 り し ま し て お 礼 を 申 し上 げ ま す 。  

さ て 、 私 た ち の 高 砂 町 の紹 介 に な り ま す が、 こ れ は 播 磨 臨 海道 路

と の 関連 性 が あ り ま す の で 申 し 上 げ ま す 。非 常 に 閑 静 な 町 並み が そ

ろ っ たま ち で す 。 そ し て 、 こ の ま ち が 江 戸時 代 に つ く ら れ 、町 並 み

が ち ょう ど 碁 盤 の 目 の よ う に な っ て お り ます 。 そ の 町 並 み がそ の ま

ま 今 現在 残 っ て お り ま す 。 そ れ ら を 私 達 は誇 り に し て い ま す。 そ し

て 、 行 事 は ９ 月 に 行 わ れ ま す 万 灯 祭 で あ る と か 、 10 月 の 秋 祭 り な

ど が あり ま す 。 そ う い っ た 中 で 私 た ち ま ちづ く り 協 議 会 は 活動 を さ

せ て いた だ い て お り ま す 。  

そ の よ う な 中 で 、 播 磨 臨海 地 域 道 路 の 話 が出 て ま い り ま し た。 こ

の 道 路計 画 に つ き ま し て は 、 随 分 以 前 か ら計 画 が 出 さ れ て おり ま し

た 。 私達 も あ く ま で 臨 海 道 と し た 上 で の 承知 を い た し て お りま し た 。

と い いま す の は 、 こ れ か ら の 日 本 、 こ れ から の 私 た ち の 播 磨地 方 の

発 展 を考 え た 場 合 に 必 要 で あ ろ う と い う 解釈 を し て お り ま した 。  

と こ ろ が で す 。 具 体 的 なル ー ト が 計 画 さ れ、 高 砂 町 を 通 る ルー ト

が 発 表さ れ ま し た 。 先 だ っ て か ら い ろ い ろ説 明 会 で 説 明 を いた だ い

て お りま す 。 そ の ル ー ト は 、 い わ ゆ る ま ちを 破 壊 す る ル ー トに な っ

て し まっ て お り ま す 。 東 方 か ら 町 な か に 入っ て き ま し て 、 閑静 な 町

並 み が壊 れ ま す 。 数 多 く の 住 宅 が 犠 牲 に なり ま す 。  

そ し て 、 何 と 学 校 施 設 、小 学 校 、 中 学 校 が破 壊 さ れ ま す 。 答弁 に

よ り ます と 、 「 新 し く つ く り ま す 」 と い うよ う な こ と を お 聞き す る

ん で すが 、 新 し く し た ら い い よ う な も の では あ り ま せ ん 。 学校 と い

う も のは 、 や は り 地 域 で 非 常 に 大 事 な 、 「私 た ち の 学 校 」 とい う よ

う な 意識 が あ り ま す 。 そ れ だ け や は り 地 域が 育 て て い っ た 学校 で あ

り ま す。 小 学 校 、 中 学 校 が 犠 牲 に な り ま す。  

そ し て 、 そ れ と 共 に 公 園が 犠 牲 に な り ま す。 こ の 公 園 は 鐘 淵紡 績

工 場 の跡 地 利 用 と い う こ と で 、 い わ ゆ る 記念 公 園 と し て 立 派な 公 園

に 生 まれ 変 わ っ て お り 、 私 た ち は 、 そ れ を高 砂 の 遺 産 と し て大 切 に

し な がら 、 市 民 の 方 々 が 散 歩 を し た り 、 花壇 を つ く っ た り とい う よ
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う な こと で 利 用 さ れ て お り ま す 。 市 民 の 憩い の 場 に な っ て おり ま す 。  

ど う し て 町 な か が 破 壊 され る ん で し ょ う か。 ル ー ト の 問 題 がい ろ

い ろ ある と 思 い ま す 。 ぜ ひ 共 検 討 い た だ きた い 。  

そ れ か ら 、 私 た ち の 生 活に し ま し て も 、 まち づ く り に し ま して も 、

新 し く生 ま れ 変 わ っ て い く と い う よ う な もの は 当 然 出 て ま いり ま す 。

そ れ はそ れ で 大 事 な こ と で す が 、 や は り 守る べ き も の が あ りま す 。

地 域 で大 切 に 守 り 伝 え 、 そ れ を 後 世 に 伝 えて い く と い っ た こと は 、

や は り必 要 な ん で す 。 そ う い っ た も の を 私た ち ま ち づ く り 協議 会 で

取 り くみ を さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

そ れ か ら 、 最 後 に １ 点 、こ れ は 非 常 に 大 事な こ と な ん で す が、 平

成 18 年 度 に 高 砂 町 が 県 か ら 歴 史 的 景 観 形成 地 区 の 指 定 を いた だ き

ま し た。 そ し て 私 ど も の ま ち づ く り 協 議 会も 、 そ う い っ た もの に 沿

っ た 運動 展 開 を 今 ま で し て ま い り ま し た 。と こ ろ が 、 そ の 私た ち の

本 当 に小 さ な ま ち な ん で す 。 そ の 小 さ な まち に 高 速 道 路 が でき よ う

と し てい る ん で す 。 こ の 辺 の 矛 盾 は 、 非 常に 我 々 憤 り を 感 じて お る

わ け であ り ま す 。 私 た ち ま ち づ く り 協 議 会が 今 日 ま で い ろ いろ と ま

ち づ くり に 、 県 の 御 指 導 の 下 や っ て ま い りま し た 。 と こ ろ がこ う い

う 問 題が 起 き て く る 。 高 砂 の ル ー ト と い う、 高 砂 の ど 真 ん 中に 大 き

な 高 速道 路 が で き る 。 こ れ は 何 と か 阻 止 のお 願 い を す る と ころ で す 。  

そ し て 、 高 砂 ル ー ト は 反対 で は あ り ま す が、 先 ほ ど 申 し ま した よ

う に 、全 体 像 と し て の 播 磨 臨 海 道 路 に つ いて は 賛 成 の 意 向 でお り ま

す 。 ぜひ と も そ の 辺 の 御 考 慮 を い た だ き まし て 、 よ き 将 来 にわ た っ

て 高 砂の ま ち づ く り 、 そ し て 、 こ の 播 磨 臨海 道 が 私 た ち 市 民に と り

ま し てよ き 道 路 に な り ま す よ う に 願 い ま して 、 公 述 と さ せ てい た だ

き ま す。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

○ 議 長  11 番 の 方 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 お 席 に お 戻 り く だ

さ い 。  

続 き ま し て 、 12 番 の 方 、 前 の 公 述 人 席 に て 公 述 を お 願 い い た し

ま す 。  

○ 公 述人 （ 12 番 ）  12 番 と し て 公 述 させ て い た だ き ま す。 播 磨 町

南 大 中の 住 民 で す 。  



－27－ 

播 磨 町 は 直 接 道 路 が 通 らな い の で 、 い わ ゆる 協 議 会 に も 参 加さ れ

て な いか な と 思 い ま す け ど も 、 た だ 間 接 的に 影 響 が あ る の で、 特 に

生 活 道路 に 対 す る 流 入 に 関 し て 意 見 を 述 べた い と 思 い ま す 。  

私 は 、 明 姫 幹 線 が で き る以 前 の 状 態 を よ く知 っ て お り ま す 。あ れ

が で きる ま で は 、 そ の 辺 の 生 活 道 路 に 、 どん ど ん 正 月 、 盆 暮れ 、 特

に 暮 れの 正 月 に 入 っ て き て ど う し よ う も でき な い 状 態 で し た。 す ご

く 改 善さ れ て 、 そ れ は 道 路 の 効 果 を よ く 評価 し て お り ま す 。  

た だ 、 私 は 播 磨 町 周 辺 をう ろ う ろ 自 転 車 で通 っ た り 歩 い た りし て

い て 、道 路 の 欠 陥 と い う か 、 気 に な る こ とが あ り ま す 。 例 えば 、 西

中 野 から 古 田 の ほ う に 入 る 道 路 の と こ ろ の交 差 点 、 旧 道 と して は 昔

は 県 道だ っ た の で 重 要 か と 思 い ま す け れ ども 、 信 号 を つ く った た め

に 、 姫路 か ら 来 る 車 が 右 折 し て ど ん ど ん 町内 に 入 っ て き ま す。 そ の

町 内 の道 路 は 小 学 生 が 通 っ た り す る 生 活 道路 で す の で 、 そ れは 非 常

に 危 ない で す 。 だ か ら 昔 は 事 故 も 起 こ っ たり し て い ま す け ども 、 そ

の 辺 を避 け る よ う に 計 画 で は し て い た だ きた い と い う こ と と、 そ れ

か ら も う 一 つ 、 播 磨 町 の 瓜 生 交 差 点 の す ぐ 東 、 100ｍ ほ ど の と こ ろ

に 交 差点 が あ り ま す 。 信 号 が な い 交 差 点 です 。 昔 は 土 山 駅 から 二 子

の ほ うに 行 く 道 と し て 重 要 だ っ た ん で す けど も 、 そ の 西 側 に瓜 生 交

差 点 で人 工 島 に 行 く 立 派 な 道 が で き て い るの に 、 そ の 東 に 信号 が な

い 交 差点 が あ り ま す 。 こ の た め に 、 例 え ば二 、 三 年 前 、 若 い方 が バ

イ ク で右 折 す る か 何 か し て 亡 く な っ て い ます 。 私 も そ こ を 通る と き

に 、 突然 車 が 出 て き た り し て び っ く り し たこ と が あ り ま す 。そ れ は 、

道 路 をつ く る た め の 地 域 住 民 と の 団 体 交 渉の 段 階 で 、 そ う いう の を

認 め てし ま っ た の か も し れ ま せ ん 。 今 の 現状 か ら し た ら 到 底認 め ら

れ な いよ う な 、 そ う い う 道 路 が あ り ま す 。  

そ う い う こ と を 今 回 各 当事 者 の 方 が い ろ いろ コ メ ン ト さ れ てい ま

す け ども 、 交 差 点 と か ジ ャ ン ク シ ョ ン の とこ ろ じ ゃ な く て 、そ の 周

辺 で も、 そ う い う 交 通 の 常 識 を 反 す る よ うな こ と 、 ま た そ の周 辺 住

民 の 生活 環 境 を 侵 さ な い よ う な 交 通 事 情 の改 善 を お 願 い し ます 。 そ

れ は 直接 高 速 道 路 と は 関 係 な い と 思 い ま すけ ど も 、 そ れ が 非常 に 気

に な りま す 。  
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例 え ば 播 磨 町 で も 、 明 姫幹 線 の と こ ろ か ら新 島 に 行 く 道 は あり ま

す け ども 、 例 え ば 浜 国 道 の と こ ろ が 渋 滞 しま す 。 そ れ で 、 みん な 脇

道 か ら入 っ て き て 行 く わ け で 、 そ こ に １ つ橋 を 通 せ ば ス ム ーズ に い

っ て 、そ こ に 集 中 で き ま す 。 そ う い う よ うな 配 慮 も し て い ただ き た

い と 思い ま す 。  

高 速 道 路 は 確 か に 重 要 だと 私 は 分 か り ま すけ ど も 、 で き た こと に

よ っ て周 辺 の 生 活 道 路 の 影 響 、 そ れ を 配 慮し て 、 そ こ ま で 県の 予 算

で カ バー す る よ う な 形 に し て い た だ け れ ば非 常 に あ り が た いと 思 い

ま す 。  

た だ 、 何 回 も 言 い ま す けど も 、 交 渉 過 程 で、 瓜 生 の 東 の 交 差点 な

ん か 何で そ ん な と こ に 交 差 点 が で き た ん かな と 。 私 、 明 姫 幹線 を 走

っ て いて 、 信 号 の な い 交 差 点 は そ こ し か あり ま せ ん 。  

そ う い う こ と で 、 私 は 当事 者 で は な い し 、部 外 者 的 な 発 言 にも な

り ま すけ ど も 、 生 活 道 路 の 流 入 を 控 え て ほし い 、 ま た 生 活 道路 を 改

善 し て、 な る べ く 当 事 者 で あ る 工 場 な り 、人 工 島 に 行 く 道 路の 改 善

も 含 めて 計 画 に し て ほ し い と 。 中 心 の 道 路が 必 要 な の は 分 かり ま す

け ど も、 そ の 結 果 、 周 辺 に 迷 惑 を か け る のは 非 常 に 困 り ま す。  

例 え ば 、 道 路 が 通 る 直 接の 人 た ち は も っ と大 変 だ と い う こ とは 、

先 ほ どの 公 述 で よ く 分 か り ま し た け ど も 、周 辺 の 直 接 通 ら ない と こ

ろ に も生 活 道 路 に 入 っ て く る 道 に 車 両 が 増え る と い う こ と 、こ れ も

考 慮 して 、 そ う い う 周 辺 道 路 の 整 備 も 含 めて 計 画 を 立 て て いた だ き

た い と、 そ の よ う に 私 は 思 い 思 い ま す 。  

以 上 で 私 の 公 述 を 終 わ りま す 。 ど う も あ りが と う ご ざ い ま した 。  

○ 議 長  12 番 の 方 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 お 席 に お 戻 り く だ

さ い 。  

続 き ま し て 、 13 番 の 方 、 前 の 公 述 人 席 に て 公 述 を お 願 い い た し

ま す 。  

○ 公 述人 （ 13 番 ）  公 述 番 号 13 番 、 高砂 市 伊 保 崎 在 住 の○ ○ と 申

し ま す。  

こ の 道 路 計 画 は 、 現 時 点で 住 民 の 間 に は 多く の 疑 問 や 不 安 があ り

ま す 。私 の ほ う か ら 、 特 に 本 線 の 事 業 の 進め 方 や 安 全 性 に 関し て 、
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４ つ の観 点 か ら 意 見 を 申 し 上 げ ま す 。  

意 見 の １ つ 目 は 、 播 磨 臨海 地 域 道 路 ・ 都 市計 画 の 説 明 は 、 参加 者

の 疑 問に 答 え る も の で あ っ た か 。 初 め か ら素 案 あ り き 、 住 民軽 視 の

説 明 会で は な か っ た か と い う こ と で す 。  

令 和 ５ 年 の 初 日 の 説 明 会で は 、 「 住 民 の 意見 は ど の よ う に 聞い た

の か 」と い う 質 問 が あ り ま し た 。 ホ ー ム ペー ジ で 公 表 さ れ てい る 播

磨 臨 海地 域 道 路 ・ 都 市 計 画 に 係 る 住 民 説 明会 の 主 な 意 見 と 回答 を 改

め て 確認 す る と 、 平 成 29 年 度 と 令 和 元 年度 に ア ン ケ ー ト やヒ ア リ

ン グ 、オ ー プ ン ハ ウ ス を 実 施 し て い ま す 。今 回 の 道 路 計 画 に関 す る

ア ン ケー ト は 、 国 道 ２ 号 線 沿 い の 住 民 を 対象 に 実 施 さ れ た と聞 い て

い ま す。 一 方 で 、 実 際 に 道 路 や イ ン タ ー チェ ン ジ が 予 定 さ れて い る

地 域 の方 か ら は 、 「 自 分 た ち の 意 見 は 聞 かれ て い な い 」 と いう 声 が

上 が り、 何 十 年 も 住 ん で き た 終 の 棲 家 が 奪わ れ る と し て 、 道路 計 画

に 反 対の 意 を 示 さ れ て い ま す 。 こ の 道 路 計画 は 、 初 め か ら 住民 参 加

の 公 平性 や 説 明 責 任 が 欠 如 し て い る の で はな い で し ょ う か 。  

令 和 ６ 年 度 の 説 明 会 で は、 令 和 ５ 年 度 の 市民 の 意 見 を 踏 ま え、 代

替 案 を提 示 、 説 明 さ れ ま し た 。 複 数 の ル ート の 中 で 、 多 く の住 宅 地

を 通 る現 実 的 と は 言 え な い ル ー ト や 工 場 の中 を 通 る ル ー ト が示 さ れ 、

工 場 の操 業 に 支 障 が あ る と 説 明 を さ れ ま した 。 住 民 か ら は 、「 工 場

の 操 業に 支 障 が あ る か ら 通 せ な い と 言 う が、 な ら ば 私 た ち の住 宅 地

は 通 して よ い の か 」 と 、 さ ら に 市 民 の 怒 りを 呼 び 起 こ し ま した 。  

市 民 の 質 問 に 対 し 行 政 側は 、 「 こ れ は 素 案で あ り 、 ま だ 決 定で は

あ り ませ ん 。 御 意 見 は 賜 り ま す 」 と 発 言 しま し た 。 加 え て 、事 業 者

や 全 体の 事 業 費 も 未 定 と の 説 明 で は 、 住 民は ど こ に 意 見 を 言え ば い

い か 分か り ま せ ん 。  

私 は 、 令 和 ５ 年 度 と ６ 年度 の 高 砂 市 で 行 われ た 説 明 会 に 全 て参 加

し 、 会場 を 後 に す る 市 民 の 方 の 感 想 を 聞 きま し た 。 ど の 会 場で も 圧

倒 的 多数 の 住 民 の 合 意 は 得 ら れ て い な い とい う 印 象 で す 。  

事 業 を 進 め る に 当 た り 、住 民 の 理 解 は 重 要な 課 題 で あ る と 思い ま

す 。 しか し 、 こ の 地 域 に 本 当 に 高 規 格 道 路は 必 要 な の か と いう 根 本

的 な 住民 の 疑 問 は 、 一 度 も 丁 寧 に 議 論 さ れて い な い の で は ない で し
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ょ う か。 説 明 会 で 出 た 多 く の 懸 念 に 対 し 、住 民 の 意 見 が 素 案に ど う

反 映 され た の か 全 く 見 え ま せ ん 。  

都 市 計 画 法 で は 、 公 聴 会な ど 住 民 の 意 見 を聞 か な け れ ば 、 都市 計

画 決 定が で き な い と な っ て い ま す 。 説 明 はさ れ ま し た が 、 住民 の 意

見 を 全く 取 り 入 れ ず 、 最 初 に 示 し た 素 案 を通 す よ う な 一 方 的な 都 市

計 画 では 、 住 民 の 意 見 を 聞 く 前 に 方 向 性 が決 ま っ た と い う こと が 言

え る ので は な い で し ょ う か 。 こ の よ う に 決ま っ た 後 に 説 明 する や り

方 で は、 今 後 の 計 画 も 住 民 の 信 頼 を 失 い ます 。 改 善 す る つ もり は あ

り ま せん か 。 こ の 計 画 は 、 住 民 の 暮 ら し やコ ミ ュ ニ テ ィ を 壊し 、 自

然 が 破壊 さ れ る 計 画 で す 。 ど こ か ら 見 て も認 め る こ と は で きま せ ん 。

白 紙 に戻 す べ き で す 。  

意 見 の ２ つ 目 は 、 高 砂 市で 計 画 さ れ て い る本 線 ル ー ト は 、 山崎 断

層 帯 や南 海 ト ラ フ の 際 、 液 状 化 の 危 険 度 が極 め て 高 い エ リ アで す 。

そ も そも 軟 弱 地 盤 に 橋 脚 を 立 て る こ と が どれ だ け 膨 大 な 費 用が か か

る の か、 私 は 懸 念 を 抱 い て い ま す 。  

県 や 市 は 、 阪 神 ・ 淡 路 大震 災 や 熊 本 地 震 を踏 ま え て 耐 震 基 準の 見

直 し がな さ れ て い る と 説 明 し て い ま す 。 しか し 、 令 和 ６ 年 の能 登 半

島 地 震は 、 こ れ ま で の 知 見 を 覆 す よ う な 新た な 警 鐘 を 鳴 ら して い ま

す 。 それ は 軟 弱 地 盤 の 地 域 で は 、 地 震 の 揺れ が と こ ろ に よ って は 通

常 の 約 2.5 倍 以 上 に 増 幅 さ れ る と い う 現 象で す 。 能 登 半 島 でも 埋 立

て や 軟弱 地 盤 を 中 心 に 深 刻 な 被 害 が 集 中 し、 多 く の イ ン フ ラが 機 能

不 全 に陥 り ま し た 。  

今 回 の 道 路 計 画 が 予 定 され て い る 沿 岸 部 や埋 立 部 も 同 様 の 軟弱 地

盤 が 広が る エ リ ア で あ り 、 橋 梁 や ト ン ネ ルの 建 設 に お い て は極 め て

深 刻 なリ ス ク を 抱 え て い ま す 。 そ の よ う な場 所 に 、 事 業 主 体が 決 ま

っ て から 調 査 を 行 う と い う こ と に 住 民 は 納得 で き ま せ ん 。  

高 砂 の 西 畑 地 域 の 住 民 から は 、 「 家 の 改 装で 基 礎 を や り 直 すと き 、

埋 め ても 埋 め て も 基 礎 が 安 定 し な い と い うこ と が あ っ た 。 ここ に 橋

脚 を 立て る の は 無 理 だ 」 と お 話 を 聞 い て いま す 。 住 民 か ら 、「 調 査

を 行 って 万 が 一 、 難 し い と い う こ と に な れば ど う 対 応 す る のか 」 と

い う 質問 に 、 「 あ く ま で も 道 路 は 建 設 す る」 と 説 明 さ れ ま した 。 こ
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の よ うな 説 明 で は 、 市 民 は 納 得 で き る も ので は あ り ま せ ん 。  

調 査 は 事 業 主 体 が 決 ま って か ら と い う こ とで す が 、 現 時 点 でこ の

よ う な地 盤 に 橋 脚 が 立 た な い 可 能 性 が あ るこ と を ど こ ま で 想定 し て

い る ので し ょ う か 。 必 要 な 対 策 の 技 術 的 、財 源 的 見 通 し は ある の か 。

も し 計画 ど お り に い か ず 費 用 や 工 期 が 大 幅に 膨 ら ん だ 場 合 、誰 が 責

任 を 取る の で し ょ う か 。  

意 見 の ３ つ 目 は 、 土 砂 災害 特 別 警 戒 区 域 付近 に 道 路 、 ト ン ネル を

掘 る こと へ の 懸 念 で す 。  

本 線 ル ー ト は 、 土 砂 災 害警 戒 区 域 の 上 に 計画 さ れ て い ま す が、 土

砂 災 害特 別 警 戒 区 域 も 隣 接 し て い ま す 。 崖の す ぐ 下 に 家 が 建っ て お

り 、 家屋 の す ぐ 裏 が 崖 と い う 非 常 に 危 険 な状 態 で す 。 ト ン ネル 工 事

の 振 動に よ り 地 盤 が 緩 ん だ り 、 地 下 水 の 流れ が 変 化 す れ ば 、住 民 の

生 活 環境 や 安 心 ・ 安 全 に 重 大 な 影 響 を 与 える こ と が 懸 念 さ れま す 。

こ の 地域 に お け る 土 砂 災 害 リ ス ク に 対 す る十 分 な 調 査 は 事 業主 体 が

決 ま って か ら と い う こ と で す が 、 説 明 会 で住 民 か ら の 「 事 業主 体 が

決 ま って 調 査 を し て 、 万 が 一 だ め だ っ た ら中 止 す る の か 」 とい う 質

問 に 、「 あ く ま で 危 険 が な い よ う に 道 路 は建 設 し て い き ま す」 と 答

え て いま す 。 危 険 が あ る と 分 か っ た 場 合 、中 止 や 大 幅 な ル ート 変 更

も 含 めて 見 直 す 意 思 は あ り ま す か 。 危 険 があ る 前 提 で も 、 技術 的 に

回 避 でき る と い う 想 定 で 進 め て い く の で しょ う か 。  

ま た 、 万 が 一 災 害 が 起 こっ た と き 、 そ の 責任 は 誰 が 負 う の でし ょ

う か 。市 民 に と っ て は 、 自 分 た ち の 真 後 ろの 崖 の と こ ろ に トン ネ ル

を 掘 るこ と が 命 に 関 わ る 問 題 で あ る と い うこ と 、 ど う か 理 解し て い

た だ きた い と 思 い ま す 。  

意 見 の ４ つ 目 は 、 こ の 道路 が 本 当 に 必 要 なの か 、 そ の 根 拠 が不 明

確 で す。  

物 流 の 効 率 化 や 災 害 時 の代 替 ル ー ト と い った 目 的 は 上 げ ら れて い

る も のの 、 人 口 減 少 時 代 を 迎 え 、 具 体 的 な交 通 量 予 測 や 有 料化 の 場

合 の 費用 対 効 果 の 分 析 は 示 さ れ て い ま せ ん。 本 当 に 必 要 が ある と 言

え る ので し ょ う か 。 人 口 減 少 と 車 利 用 の 減少 が 進 む 中 で 、 今後 ど れ

だ け の交 通 需 要 が 見 込 ま れ る の か 、 根 拠 のあ る 予 測 を 教 え てく だ さ



－32－ 

い 。  

結 局 こ の 道 路 は 、 産 業 界か ら の 要 望 に よ って 設 置 が 検 討 さ れて い

る と いう こ と で は な い で し ょ う か 。 市 民 全体 の 利 益 に 本 当 にか な う

も の にな っ て い る の で し ょ う か 。  

播 磨 臨 海 地 域 道 路 は 多 くの 住 民 が 反 対 し 、住 民 運 動 も 各 地 で起 こ

っ て いま す 。 不 要 不 急 の 高 規 格 道 路 の 建 設よ り も 、 頻 発 す る災 害 対

策 に 税金 は 使 わ れ る べ き で す 。 播 磨 臨 海 地域 道 路 に 反 対 し ます 。 素

案 の 撤回 を 強 く 求 め ま す 。  

こ れ で 公 述 を 終 わ り ま す。  

○ 議 長  13 番 の 方 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 お 席 に お 戻 り く だ

さ い 。  

次 は 、 14 番 の 方 に な り ま す が 、 本 日 辞 退 の 申 出 が あ り ま し た の

で 、 公述 は 行 い ま せ ん 。  

15 番 の 方 につ き ま し ては 、 御 本 人 と 連 絡が つ な が り ま せ ん。  

そ の 他 の 方 に つ い て は 、公 述 が 全 て 終 了 しま し た の で 、 公 聴会 の

議 事 を終 了 さ せ て い た だ き ま す 。  

進 行 を 事 務 局 に お 返 し いた し ま す 。  

○ 司 会  公 述 人 の 皆 様 、 傍 聴 人 の 皆 様 、 円滑 な 議 事 の 進 行 に御 協 力

を い ただ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

本 日 の 公 聴 会 記 録 と 公 述し て い た だ い た 御意 見 の 要 旨 は 、 いた だ

き ま した 御 意 見 に 対 す る 県 の 考 え 方 と 合 わせ て 、 都 市 計 画 案縦 覧 ま

で に 県の ホ ー ム ペ ー ジ な ど で 公 表 い た し ます 。  

こ れ を も ち ま し て 、 播 磨臨 海 地 域 道 路 の 都市 計 画 に 関 す る 公聴 会

を 閉 会い た し ま す 。  

（ 閉 会： 午 後 12 時 14 分 ）  

 

 


